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欧
米
の
考
古
撃
は
、

古

乃
夫
局
、
先

第
四
競

平
成
二
十
三
年
三
月
護
行

第
六
十
九
巻

鏡
研
究

千
年

|

|

中

園

考

古

事

の

パ

ラ

ダ

イ

ム

|

|

岡

ホナ

牙ミ二
/':1 

且

お六五四三二ーは

1 

じ

め

に

古
鋭
研
究
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
|
|
宋
明
代
に
お
け
る
士
円
鏡
研
究
の
三
振

民
俗
と
歴
史
へ
の
関
心
|
|
類
書
の
編
纂
と
江
戸
時
代
の
中
園
古
鋭
研
究

清
朝
考
議
撃
と
鋭
銘
の
研
究

戦
前
に
お
け
る
日
本
の
中
国
士
円
鏡
研
究
|
|
編
年
重
楓
の
考
古
島
ナ

戦
前
に
お
け
る
欧
米
の
中
国
士
円
鏡
研
究
|
|
シ
ノ
ロ
ジ
!
と
し
て
の
考
占
皐

戦
後
の
中
園
古
鋭
研
究
|
|
日
本
・
中
国
・
欧
米
に
お
け
る
多
様
な
研
究
の
融
合

わ

り

に

lま

じ

め

一
九
世
紀
に
ダ
l
ウ
イ
ン
の
進
化
論
を
、
つ
け
て
石
器
時
代
・
青
銅
器
時
代
・
銭
器
時
代
と
い
う
三
時
代
法
や
石
器
時
代
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の
層
位
撃
的
研
究
が
生
ま
れ
、
二

O
世
紀
前
中
十
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
撞
頭
し
た
ナ
チ
ズ
ム
な
ど
民
族
主
義
を
、
つ
け
て
考
古
皐
文
化
と
民
族
の
時

空
間
を
論
じ
る
丈
化
史
考
古
皐
が
は
じ
ま
っ
た
。

一
九
六

0
年
代
に
な
る
と
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
世
界
戦
略
を
、
つ
け
て
世
界
に
普
遍
化
で
き

る
人
類
随
一
千
と
し
て
の
ニ
ュ

1
ア
1
ケ
オ
ロ
ジ

1
(
プ
ロ
セ
ス
考
古
島
干
)
運
動
が
お
こ
り
、

一
国
史
的
な
丈
化
史
考
古
事
は
す
る
ど
く
批
判
さ
れ
る

一
九
八

0
年
代
に
は
普
遍
性
の
影
で
軽
覗
さ
れ
て
き
た
丈
化
停
統
や
枇
曾
的
弱
者
に
も
目
を
向
け
、
考
古
資
料
に
あ
ら
わ
れ
た
象
徴
性
に

が注
意
す
る
ポ
ス
ト
プ
ロ
セ
ス
理
論
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
欧
米
に
お
け
る
一
九
世
紀
以
来
の
考
古
皐
理
論
は
、
こ
の
よ
う
に
科
事
全

馳
胞
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
日
ロ
四
四
戸
切
の
'
』
同
芯
芯
ミ
ミ

b
込
お
さ
か

hENU寸

bghp(リ
日

B
r
ロ仏
m
p
E
∞
匂
)
。
こ
れ

に
た
い
し
て
中
園
や
日
本
で
は
、
丈
献
史
撃
の
長
い
惇
統
や
二

O
世
紀
前
中
十
の
丈
化
史
考
古
撃
が
西
欧
か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

園
史
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
な
く
、
こ
ん
に
ち
ま
で
丈
化
史
考
古
撃
の
停
統
が
根
強
く
つ
づ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
近
世
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
中
圃
の
皐
術
史
を
か
え
り
み
る
な
ら
ば
、
研
究
の
主
た
る
捨
い
手
は
士
大
夫
ら
科
奉
官
僚
で
あ
り
、
政
治

的
責
践
の
一
環
と
し
て
皐
術
研
究
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
い
き
お
い
賓
用
主
義
の
様
相
を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
儒

2 

撃
の
流
れ
を
み
る
と
、
唐
代
の
訓
詰
墜
を
否
定
し
て
朱
子
皐
に
代
表
さ
れ
る
宋
皐
が
生
ま
れ
、
そ
の
性
理
撃
を
批
判
し
て
古
典
の
考
詮
を
も
っ

ば
ら
重
頑
す
る
漢
皐
が
清
代
の
主
流
と
な
っ
た
。
宋
代
に
は
じ
ま
る
金
石
皐
は
宋
皐
の
一
分
野
で
あ
り
、
清
代
の
金
石
皐
は
考
誼
皐
の
一
分
野

と
し
て
護
達
し
た
。
そ
し
て
一
九
二

0
年
代
に
は
じ
ま
る
中
国
考
古
皐
は
、
こ
う
し
た
漢
撃
と
は
別
に
、
欧
米
の
文
化
史
考
古
撃
を
受
容
す
る

」
と
に
よ
っ
て
出
護
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
宋
代
以
来
一

0
0
0年
に
お
よ
ぶ
古
鏡
研
究
に
つ
い
て
、
中
園
皐
術
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
照
ら
し
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
日
本
や

欧
米
に
お
け
る
中
園
古
鏡
の
研
究
が
そ
れ
と
ど
の
よ
う
に
連
関
し
て
展
開
し
て
き
た
の
か
を
論
じ
る
。
古
鏡
研
究
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

宋
代
に
は
じ
ま
る
金
石
撃
が
そ
の
ま
ま
清
代
に
継
承
さ
れ
、
近
代
の
考
古
撃
の
底
流
を
な
し
て
い
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
車
線
的
な
研
究
史

を
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。



古
鏡
研
究
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
|
|
宋
明
代
に
お
け
る
古
鏡
研
究
の
三
汲

金
石
撃
の
は
じ
ま
り

宋
墜
と
し
て
新
た
な
展
開
を
み
せ
た
儒
撃
は
、
中
世
の
ゆ
き
づ
ま
り
を
打
開
し
、
古
代
の
理
想
的
な
櫨
制
に
四
時
す

る
た
め
、
古
代
の
祭
器
や
楽
器
を
範
と
し
て
新
し
い
瞳
器
を
つ
く
る
こ
と
を
推
奨
し
た
(
貝
塚
茂
樹
『
中
図
古
代
史
学
の
設
展
』
、
弘
文
堂
、

九
四

六
年
)
o

後
漢
の
鄭
玄
『
三
櫨
固
』
を
参
考
に
、
藷
崇
義
は
曜
童
日
に
み
え
る
曜
器
を
固
解
す
る

『
新
定
三
種
園
』
(
九
六
二
年
)
を
編
纂
し
、
日

大
臨
は
宮
廷
や
民
間
に
牧
戒
す
る
古
銅
器
を
調
査
し
て

『
考
古
園
』
全
一

O
巻
(
一

O
九
二
年
)
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
で
は
銅
稽
器
の
見
取
園

や
銘
文
の
拓
本
が
描
き
起
こ
さ
れ
た
ほ
か
、
法
量
・
所
古
紙
者
・
出
土
地
・
器
名
や
用
途
の
考
謹
な
ど
、
考
古
撃
の
基
礎
デ
l
タ
が
詳
し
く
記
録

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
つ
け
て
一

一
O
七
年
ご
ろ
徽
宗
が
黄
伯
思
ら
に
命
じ
て
編
集
し
、

二
二
三
年
以
後
に
王
献
に
命
じ
て
新
政
の
銅
器
を
加
え
た
の
が

『
重
修
宣
和
博
古
圃
録
』
全
三

O
巻
で
あ
る
(
容
庚
「
宋
代
土
口
余
書
籍
逮
許
」
『
慶
祝
察
元
培
先
生
六
十
五
歳
論
文
集
』
下
問
、
園
立
中
央
研
究
院
、

九

3 

三
五
年
)
。
牧
録
さ
れ
た
の
は
銅
曜
器
が
中
心
だ
が
、
末
尾
の
巻
二
十
八
か
ら
巻
三
十
に
漢
代
と
唐
代
の
鏡
一
一
一
一
面
を
は
じ
め
て
著
録
し
た
。

鏡
の
名
稽
は
時
代
(
漠
ま
た
は
唐
)
+
紋
様
ま
た
は
銘
文
十
鑑
で
統
一
さ
れ
、
線
書
一
の
描
き
起
こ
し
園
、
銘
丈
の
穣
丈
、
面
径
・
重
さ
・
銘
文

の
字
数
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
は
爾
後
の
模
範
と
な
っ
た
。
巻
二
十
八
「
鑑
線
説
」
に
お
い
て
、
紋
様
に
も
と
き
つ
い
て
鏡
を
乾
象
門
・
水
浮

門
・
詩
辞
門
・
善
填
門
・
枚
乳
門
・
龍
鳳
門
・
素
質
門
・
鍛
鑑
門
の
八
門
に
分
類
し
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
易
随
一
干
の
影
響
を
、
つ
け
て
、
鏡

を
宇
宙
の
表
象
と
み
て
の
分
類
法
で
あ
る
(
岡
村
秀
典
「
宋
明
代
の
古
鏡
研
究
|
|
青
柳
種
信
の
参
考
に
し
た
漢
籍
」
『
九
州
と
東
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』
九

州
大
皐
考
古
向
学
研
究
室
五
O
周
年
記
念
論
文
集
、
二
O
O
八
年
)

0

『
宋
史
』
巻
四
百
四
十
三
(
文
苑
五
)
に
よ
る
と
、
撰
者
の
黄
伯
思
は
、
字
は
長
容
、

六
経
・
一
幣
代
史
書
・
諸
子
百
家
・
天
官
地
理
・
律
暦
・
卜
笠
の
説
に
通
じ
、
ま
た
古
丈
奇
字
に
親
し
み
、
遁
家
を
す
こ
ぶ
る
好
ん
だ
と
い
う
。

遺
稿
集
の

『
東
観
絵
論
」

一
O
巻
(
一

一
四
七
年
)
に
は
「
青
羊
作
寛
四
夷
服
」
銘
の
漢
鏡
と
「
仙
山
並
照
」
銘
の
唐
鏡
を
載
せ
る
。

戸つ戸υLυ 

し
か
し
、
宋
の
公
私
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
靖
康
の
繁
(

一
二
六
年
)
に
よ
る
金
軍
の
略
奪
を
、
つ
け
て
、

ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
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か
、
南
宋
の
金
石
皐
は
、
古
銅
器
の
賓
物
を
調
査
し
て
園
や
法
量
な
ど
考
古
島
ナ
デ
1
タ
を
記
録
す
る
こ
と
が
な
く
、
た
ん
に
銘
文
を
収
録
す
る

だ
け
と
な
っ
た
。
古
鏡
の
著
録
と
し
て
は
洪
活
「
隷
績
』
(
一

一
六
八
1

一
一
七
九
年
)
巻
十
四
や
王
保
『
廟
堂
集
古
録
』
(

一
七
六
年
の
政
)
下

巻
に
敷
面
の
鏡
の
鐸
丈
を
収
録
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

下
っ
て
明
後
期
に
な
る
と
、
古
詩
に
た
い
す
る
闘
心
が
高
ま
る
な
か
で
、
古
鏡
の
銘
文
が
ふ
た
た
び
丈
人
た
ち
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る

『
博
古
園
録
』
か
ら

漢
唐
鏡
の
稗
文
を
い
く
つ
か
採
録
し
て
い
る
。
や
や
後
出
す
る
梅
鼎
酢
『
東
漢
文
紀
』
巻
三
十
二
は
、
こ
れ
ら
同
時
代
の
論
著
を
比
較
し
つ
つ
、

よ
う
に
な
っ
た
。
楊
慣
『
丹
鉛
綿
録
』
巷
八
、
張
之
象
『
士
口
詩
類
苑
』
巻
百
十
五
、
高
惟
前
「
士
口
詩
紀
』
巷
百
五
十
六
は

鏡
銘
に
た
い
す
る
濁
自
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
博
古
圃
録
』
に
牧
録
す
る
「
漢
冊
瞳
鑑
」
の
「
吾
作
明
鏡
、
幽
凍
三
商
」
と

い
う
稗
丈
を
あ
げ
、
そ
の
「
三
商
」
に
つ
い
て
同
時
代
の
徐
献
忠
『
金
石
丈
』
の
説
を
引
い
て
「
古
へ
の
冶
鏡
は
金
気
の
盛
ん
な
る
を
取
り
、

錬
る
に
三
歳
、
或
い
は
三
月
を
以
て
し
、
周
の
乾
坤
五
五
の
数
を
以
て
す
る
故
に
ゴ
二
商
」
と
日
う
。
」
と
い
う
考
詮
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

た
作
鏡
者
の
「
上
方
」
は
宮
廷
用
品
を
制
作
す
る
官
管
工
房
「
向
方
」
の
仮
借
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
語
注
は
つ
ぎ
の
清
朝
考
誼
皐
へ
の
芽

4 

ま
た
、
「
漢
向
方
鑑
銘
」
に
お
い
て
、
「
『
博
古
(
園
録
)
」
は
「
一
利
人
鑑
」
に
作
る
。
「
上
」
は
即
ち
「
向
」
な
り
o
」
と
注
し
、
銘
文
に
記
さ
れ

ば
え
と
し
て
許
債
で
き
る
だ
ろ
う
。

古
鏡
の
科
畢

宋
代
に
は
賓
墜
と
し
て
の
自
然
科
率
的
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
本
草
血
宇
・
音
楽
・
天
文
暦
法
・
水
利
・
軍
事
な
ど
の
面
で
王

安
石
の
新
法
を
推
進
し
て
い
た
沈
括
は
、
晩
年
に
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
随
筆
「
夢
渓
筆
談
」
を
著
し
た
。
そ
こ
に
は
白
然
科
撃
に
か

ん
す
る
研
究
の
ほ
か
に
、
巻
三
「
詩
詮
」
に
は
凹
面
鏡
(
陽
健
)
の
光
撃
的
現
象
に
つ
い
て
、
巻
十
九
「
器
用
」
に
は
凸
面
鏡
の
光
撃
的
性
質

や
透
光
鏡
(
魔
鏡
)
の
現
象
に
つ
い
て
の
分
析
が
あ
る
。
と
り
わ
け
魔
鏡
に
つ
い
て
は
一
九
世
紀
に
欧
米
の
自
然
科
撃
者
た
ち
の
注
目
を
集
め
、

新
中
園
で
は
夏
鼎
「
沈
括
和
考
古
島
T

」
(
『
考
古
」

一
九
七
四
五
)
や
陳
侃
芽
「
西
漢
透
光
鏡
及
其
模
擬
試
験
」
(
『
文
物
』

一
九
七
六
二
)
な
ど

の
成
果
を
み
ち
び
い
た
。

沈
括
の
の
ち
古
鏡
の
科
事
的
な
観
察
は
し
ば
ら
く
跡
を
絶
っ
て
い
た
が
、
明
末
に
西
洋
文
明
の
刺
激
も
あ
っ
て
賓
皐
が
重
ん
じ
ら
れ
る
な
か



で
古
鏡
の
物
理
化
的
学
的
な
特
徴
が
ふ
た
た
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宋
磨
星
『
天
工
聞
物
」
(
一
六
一
二
七
年
)
は
儒
撃
の
立
場
か
ら

周

穫
』
考
工
記
な
ど
に
み
る
惇
統
的
な
技
術
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
古
鏡
の
鋳
造
技
術
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い
る
。
方
以
智
『
物
理
小

識
』
(
一
六
六
四
年
)
巻
八
は
「
陽
燈
倒
影
」
・
「
鏡
光
」
・
「
簿
法
」
・
「
鏡
背
紋
」
と
い
う
項
目
に
よ
り
古
鏡
を
分
析
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
透
光

鏡
に
つ
い
て
は
、
沈
括
が
鏡
背
紋
の
凹
凸
に
着
目
し
た
の
に
た
い
し
て
、
方
以
智
は
成
分
の
ち
が
う
二
種
類
の
銅
合
金
を
用
い
て
鋳
造
し
た
た

め
に
鋳
や
色
の
ち
が
い
で
紋
様
が
浮
か
び
あ
が
る
と
考
え
た
。

文
人
趣
味

風
流
天
子
と
あ
だ
名
さ
れ
た
宋
の
徽
宗
は
、
全
固
か
ら
書
書
一
骨
董
を
集
め
さ
せ
、
『
官
一
和
博
古
園
録
』

の
ほ
か

「
宣
和
書
語
』

や
『
宣
和
室
日
譜
』
な
ど
給
量
・
墨
跡
の
園
録
を
救
撰
し
た
。
し
か
し
、
新
奮
雨
黛
の
抗
争
に
加
え
、
そ
の
「
玩
物
喪
志
」
(
『
宋
史
』
本
紀
の
賛
)

が
一
因
と
な
っ
て
失
政
を
ま
ね
き
、
靖
康
の
愛
で
欽
宗
と
と
も
に
金
に
投
致
さ
れ
た
悲
劇
の
君
主
で
も
あ
っ
た
。

南
宋
に
な
る
と
、
文
人
た
ち
の
書
童
・
骨
董
・
丈
房
具
に
た
い
す
る
趣
味
が
高
じ
、
古
銅
器
の
鑑
識
が
さ
か
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

5 

た
。
張
世
南
『
排
官
紀
聞
』
(
二
二
四
年
ま
た
は
二
三
一
二
年
)
や
超
希
鵠
「
洞
天
清
録
』
(
一
二
四
O
年
ご
ろ
)
は
、
青
銅
器
の
蝋
型
鋳
造
法
や

贋
作
の
方
法
の
ほ
か
、
純
青
色
の
「
土
中
古
」
、
玉
の
よ
う
な
純
緑
色
の
「
水
中
古
」
、
未
砂
の
斑
紋
が
あ
る
「
惇
世
士
巳
な
ど
の
銅
色
に
よ
り

古
銅
器
を
鑑
定
す
る
方
法
を
説
い
て
い
る
(
中
田
勇
次
郎
誇
注
『
文
房
清
玩
』

I
、
二
玄
枇
、

一
九
六
一
年
)
。
こ
う
し
た
古
銅
器
の
清
玩
に
あ
っ
て

は
、
金
石
墜
と
ち
が
っ
て
、
銘
文
の
穣
謹
に
は
ほ
と
ん
ど
閲
心
を
も
た
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
銘
文
の
字
形
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
時
代
の

一
定
の
注
意
が
捕
わ
れ
た
。
元
明
代
に
も
陶
宗
儀
『
鞍
耕
録
』
(
一
三
六
七
年
ご
ろ
)
巻

十
七
、
歯
日
昭
『
格
古
要
論
』
(
一
三
八
七
年
)
、
高
漆
「
遵
生
八
時
」
(
一
五
一
九
年
序
)
巻
十
四
、
郎
瑛
『
七
修
類
藁
』
巻
四
十
一
な
ど
が
古
鏡
の

特
徴
を
あ
ら
わ
し
、
員
贋
の
判
別
に
も
有
殺
な
た
め
、

鑑
識
を
論
じ
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が
『
瀞
宜
紀
聞
』
や
『
洞
天
清
録
』
か
ら
の
引
き
寓
し
で
あ
る
。
こ
れ
ら
退
庭
的
と
も
い
え
る
文
人
趣
味

の
古
鏡
研
究
は
、
考
古
撃
史
の
な
か
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
、

一
九
世
紀
末
ま
で
一
定
の
影
響
を
も
っ
た
こ
と
は

次
章
に
述
べ
る
。
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民
俗
と
歴
史
へ
の
闘
心
|
|
類
書
の
編
纂
と
江
戸
時
代
の
中
園
古
鋭
研
究

民
俗
撃
的
関
心

宋
明
代
の
古
鏡
研
究
は
以
上
の
三
振
に
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
古
文
献
に
み
え
る
鏡
の
惇
承
は
、
唐
の
虞
世
南
『
北
堂
書

紗
』
巻
百
三
十
六
、
欧
陽
詞
『
義
丈
類
緊
』
巻
七
十
、
徐
堅
ほ
か
『
初
皐
記
」
巻
二
十
五
、
宋
の

『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
十
七
な
ど
唐
宋
代
の

類
書
に
牧
集
さ
れ
て
い
る
。
明
清
代
に
も
李
時
珍
『
本
草
綱
目
」
(
一
五
七
八
年
)
巻
八
、
陳
耀
丈
「
天
中
記
』
(
一
五
九
天
年
)
巻
四
十
九
、
陳

元
龍
『
格
致
鏡
原
』
(
一
七
O
七
l
O
八
年
)
、
康
照
帝
救
撰
の
張
英
ほ
か
『
淵
鑑
類
函
』
(
一
七
一

O
年
)
な
ど
が
編
集
さ
れ
た
。
そ
れ
は
鏡
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
姿
を
映
す
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
放
能
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
考
古
事
で
は
知
り

が
た
い
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
情
報
を
惇
え
て
い
る
。
中
世
の
志
怪
小
説
か
ら
多
く
採
録
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
金
石
撃
の
参
考
に
す
る
と

こ
ろ
は
少
な
か
っ
た
が
、
金
石
撃
が
衰
え
、
明
代
の
丈
人
た
ち
に
類
書
編
纂
の
気
運
が
高
ま
る
な
か
で
、
古
鏡
を
め
ぐ
る
民
俗
に
も
関
心
が
寄

6 

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
末
の
謝
肇
湖
『
五
雑
組
』
(
一
六
一
九
年
)
は
そ
の
ひ
と
つ
で
、
巻
十
二
「
物
部
」
四
に
古
鏡
を
め
ぐ
る
停
承
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
明
代
に
山
東
・
河
南
・
闘
中
で
墓
泥
棒
が
横
行
し
、
臨
出
で
は
古
鏡
の
贋
作
、
洛
陽
で
は
古
鏡
を
利
用
し
て

鐘
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
明
末
の
一
吐
舎
情
勢
が
か
い
ま
み
え
て
興
味
深
い
。

日
本
の
園
畢
に
た
い
す
る
影
響

一
柏
岡
豚
前
原
市
の
三
雲
南
小
路
で
は
一
八
二
二
年
に
前
漠
鏡
三
五
面
を
ふ
く
む
大
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

そ
の
南
に
隣
接
す
る
井
原
鑓
溝
で
も
一
七
八

0
年
代
に
前
漠
鏡
一
二
面
あ
ま
り
が
出
土
し
て
お
り
、
一
脳
同
藩
の
青
柳
種
信
は
さ
っ
そ
く
現
地
を

調
査
し
、
「
三
雲
古
器
国
考
」
穴
八
二
二
年
)
と
「
同
郡
井
原
村
所
穿
出
古
鏡
固
」
(
一
八
二
三
年
)
に
詳
し
い
記
録
を
と
ど
め
た
(
雨
編
と
も
青

柳
『
柳
園
古
器
略
考
』
所
収
)
。
そ
れ
ら
は
出
土
鏡
や
拓
本
の
描
き
起
こ
し
園
、
固
形
墨
に
よ
る
乾
拓
、
出
土
状
況
や
出
土
品
の
解
説
、
年
代
考

誼
な
ど
か
ら
な
り
、
同
時
代
の
中
固
に
も
例
を
み
な
い
詳
細
な
考
古
皐
調
査
の
記
録
で
あ
る
。
人
骨
な
ど
墓
を
誼
明
す
る
も
の
が
出
土
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
祭
杷
遺
跡
と
み
る
説
が
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
本
居
宣
長
門
下
の
園
撃
者
で
あ
っ
た
青
柳
は
、

此
掘
出
せ
し
地
、
首
村
の
産
一
利
佐
々
曜
石
一
脚
一
吐
に
無
下
に
近
け
れ
ば
、
む
か
し
祭
実
の
盛
な
り
し
時
に
、
祭
器
を
埋
た
る
な
ら
む
と
い
ふ



人
も
有
。
こ
れ
も
さ
る
こ
と
無
と
は
謂
難
け
れ
ど
も
、
葬
具
と
い
ふ
か
た
近
か
ら
む
か
。
西
土
に
て
棺
に
鏡
を
牒
(
懸
)
た
り
し
こ
と
あ

り
。
恰
土
園
王
の
名
、
古
く
彼
園
の
史
籍
に
見
へ
た
れ
ば
、
早
く
西
土
に
通
ひ
て
柏
か
の
風
俗
に
習
ひ
て
、
こ
こ
に
も
せ
し
な
る
べ
し
。

此
た
び
出
た
る
物
、
皆
西
土
の
器
に
し
て
、
皇
国
の
古
物
に
非
ず
。
日
疋
を
以
て
推
と
き
は
、

い
よ
い
よ
葬
具
と
お
も
ハ
る
〉
也
。
こ
の
頃
、

明
の
瑛
仁
賓
と
い
ふ
も
の
、
書
に
『
七
修
績
藁
」
を
み
る
に
、
其
説
に
日
、
「
世
之
古
鏡
多
出
北
地
古
墓
。
人
知
而
貫
之
。
未
知
墓
出
故

也
。
按
『
漢
書
』
塞
光
惇
光
喪
賜
東
園
温
明
。
服
度
注
以
東
園
出
鏡
之
所
。
予
恐
温
明
鏡
名
也
。
又
按
『
発
辛
雑
識
」
云
、
世
大
検
後
用

鏡
懸
蓋
。
蓋
以
照
屍
。
取
光
明
破
暗
之
主
義
。
援
此
二
書
則
知
鏡
在
於
墓
。
其
来
己
遠
。
間
取
義
亦
明
白
也
。
意
其
開
一
墓
而
得
鏡
不
一
。

似
古
人
迭
葬
者
皆
賠
之
如
今
人
之
綿
箱
耳
」
と
あ
り
。
此
説
よ
く
こ
こ
に
か
な
へ
り
。
(
後
藤
直
「
青
柳
種
信
の
考
古
資
料
(
一
)
|
|
三
雲
南

小
路
と
井
原
鑓
溝
に
関
す
る
資
料
」
『
一
帽
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告
」
五
、

一
九
八
一
年
の
緯
文
を
一
部
改
愛
)

と
論
じ
て
墓
説
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
明
の
郎
瑛
『
七
修
績
藁
」
巻
六
は
、

『
漢
書
」
霊
光
停
と
そ
の
服
鹿
注
、

お
よ
び
南
宋
の
周
密

7 

『
発
辛
雑
識
』
績
集
下
を
引
い
て
、
古
代
中
国
に
は
多
く
の
鏡
を
棺
に
懸
け
る
習
俗
が
み
え
る
こ
と
を
論
じ
て
お
り
、
青
柳
は
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
引
用
す
る
と
と
も
に
、
三
雲
出
土
の
鏡
は
す
べ
て
中
園
製
で
あ
る
こ
と
、
倭
の
恰
土
園
王
が
中
固
と
の
通
交
に
よ
り
懸
鏡
の
習
俗
を
と
り
い

れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
雲
で
は
古
代
中
国
に
倣
っ
た
葬
迭
儀
躍
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

三
雲
出
土
鏡
の
年
代
に
つ
い
て
、
青
柳
は
重
圏
銘
帯
鏡
の
「
第
三
国
に
ハ
識
あ
り
。
隷
書
凡
四
十
字
、
:
:
:
第
七
園
に
丈
字
廿
三
字
。
書
盟

隷
に
あ
ら
ず
古
丈
な
る
べ
し
。
い
づ
れ
も
凹
入
に
非
ず
。
凸
起
也
」
と
同
一
鏡
に
隷
書
と
古
丈
の
雨
方
が
陽
丈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
、
『
洞
天
清
録
』
に
銘
文
が
「
漢
は
小
葉
隷
書
を
以
て
す
」
と
あ
り
、
「
準
宜
紀
聞
」
が
「
識
は
陽
字
を
謂
う
な
り
」
と
あ
る
の
を
引
い
て
、

青
柳
は
す
べ
て
漢
代
の
鏡
の
特
徴
と
み
な
し
た
。
ま
た
、
宋
の
李
石
『
績
博
物
志
』
や
『
務
官
紀
聞
』
、
一
冗
の

『
鞍
耕
録
』
、
明
の
都
穆
『
銭
網

珊
瑚
』
を
引
い
て
、
銅
色
や
誘
の
状
態
が
中
国
古
鏡
と
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
夢
渓
筆
談
』
を
も
と
に
鏡
面
の
凹
凸
と
大
小
を
論
じ
て

い
る
。
後
遮
の
よ
う
に
古
鏡
を
金
石
間
晶
子
の
封
象
と
み
な
し
た
同
時
代
の
清
朝
考
地
砲
撃
者
と
ち
が
っ
て
、
青
柳
は
銘
丈
の
盟
主
眼
に
は
ま
っ
た
く
闘

529 

心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
倭
に
か
ん
す
る
記
事
の
あ
る

「
漢
書
」
や
『
三
国
志
」
な
ど
の
史
書
の
ほ
か
、
宋
明
代
の
丈
人
に
な
る
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随
筆
を
讃
み
こ
な
し
、
鏡
の
年
代
を
考
え
、
倭
王
卑
禰
呼
が
貌
帝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
「
銅
鏡
百
枚
」
を
念
頭
に
「
し
か
れ
ば
此
鏡
、
蓋
景
初
正

始
の
物
に
し
て
、
五
口
恰
土
牒
主
等
の
物
か
」
と
述
べ
、
一
帽
岡
か
ら
多
数
の
中
園
鏡
が
出
土
す
る
歴
史
的
背
景
を
探
る
こ
と
に
ね
ら
い
を
定
め
て

い
た
の
で
あ
る
(
拙
論
前
掲
)
。

明
治
に
は
い
る
と
、
西
洋
か
ら
考
古
事
の
研
究
法
が
導
入
さ
れ
る
。
東
京
帝
室
博
物
館
の
三
宅
米
吉
「
古
鏡
」
(
『
考
古
皐
曾
雑
誌
」

五

一
八
九
七
年
)
は
日
本
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
漢
・
六
朝
代
の
鏡
に
つ
い
て
、
鉦
、
鉦
座
、
内
匿
、
銘
帯
、
外
匿
な
ど
の
部
分
名
稽
を
定
め
、

『
西
清
古
鑑
』

の
鏡
名
を
取
拾
選
揮
し
た
命
名
法
を
試
み
た
。
し
か
し
、
銘
文
は
「
大
抵
無
事
の
工
人
が
時
に
随
て
定
文
句
を
綴
り
合
せ
た
る

も
の
な
る
べ
し
」
と
断
じ
る
な
ど
、
同
時
代
の
中
国
に
お
け
る
金
石
撃
の
蓄
積
を
軽
頑
し
て
い
た
。
八
木
英
三
郎
「
考
古
便
覧
』
(
血
一
局
山
房
、

九
O
二
年
)
の
「
鏡
鑑
説
」
は
陪
の
『
古
鏡
記
』
や
『
五
雑
組
』
と
い
う
小
説
随
筆
類
を
お
も
に
用
い
て
解
説
し
、
京
都
大
挙
着
任
前
の
漬
回

一九
O
三
年
)
も
『
洞
天
清
録
』
な
ど
宋
明
代
の
古
銅
器
鑑
定
法
を
詳
し
く
紹
介
し
、
「
五
雑

耕
作
(
「
支
那
の
古
銅
器
に
就
て
」
『
園
華
』

ム

ノ、
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組
』
も
参
考
に
し
て
い
た
。
明
治
時
代
の
考
古
皐
は
、
次
章
に
み
る
同
時
代
の
中
園
で
さ
か
ん
な
考
詮
墜
と
し
て
の
金
石
皐
と
は
あ
ま
り
接
賄

を
も
た
ず
、
む
し
ろ
宋
明
代
の
丈
人
趣
味
と
し
て
の
随
筆
や
類
書
を
参
考
に
議
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

清
朝
考
詮
皐
と
鏡
銘
の
研
究

園
錬
の
救
撰

清
代
に
な
る
と
、
哲
撃
に
偏
重
し
た
宋
墜
に
た
い
す
る
批
判
が
強
ま
り
、
語
音
と
字
義
の
分
析
か
ら
古
典
籍
を
正
確
に
理
解

し
よ
う
と
す
る
考
詮
撃
が
護
展
し
た
。
そ
の
な
か
で
金
石
文
が
経
典
や
史
書
を
補
う
こ
と
に
注
意
さ
れ
、
賓
誼
主
義
に
立
つ
金
石
撃
の
隆
盛
を

み
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
晴
矢
と
な
っ
た
の
が
、
乾
隆
帝
が
梁
詩
正
ら
に
命
じ
て
宮
中
所
載
の
古
銅
器
を
牧
録
さ
せ
た

「
西
清
古
鑑
」
(
一
七

五
五
年
)
で
あ
る
。
古
鏡
を
牧
録
し
た
巻
三
十
九
・
巻
四
十
は
『
博
古
固
録
」
に
な
ら
っ
て
線
書
一
の
描
き
起
こ
し
固
と
紋
様
や
銘
文
の
解
説
を

加
え
た
が
、
鏡
を
宇
宙
の
表
象
と
み
る
そ
の
分
類
法
を
櫨
承
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
牧
録
さ
れ
た
鏡
は
九
三
面
、
鏡
の
命
名
は

『
博
古
圃

録
』
を
踏
襲
し
、
漢
鏡
と
唐
鏡
と
に
大
別
す
る
が
、
時
代
判
定
の
根
擦
は
十
分
で
な
い
。
乾
隆
帝
は
つ
づ
い
て

『
西
清
績
鑑
」
甲
編
・
乙
編



(
一
七
九
三
年
)
を
編
纂
し
、
寧
書
宮
に
隠
居
し
た
乾
隆
帝
が
編
集
を
命
じ
た

『
寧
書
鑑
士
口
』
は
一
九
一
一
一
一
年
に
い
た
っ
て
上
海
商
務
印
書
館

か
ら
景
印
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
最
大
の
功
績
は
清
朝
に
お
け
る
金
丈
島
子
の
勃
興
の
機
運
を
な
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

鏡
銘
の
考
誼
畢

こ
の
よ
う
な
救
撰
の
著
録
に
た
い
し
て
、
銭
枯
『
山
一
同
花
拝
石
軒
鏡
銘
集
録
」
(
一
七
九
七
年
)
は
私
戴
す
る
二
五
面
の
古
鏡

に
つ
い
て
、
描
き
起
こ
し
園
、
面
径
、
銘
文
の
稗
丈
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
銭
地
は

『
説
丈
解
字
」
や
金
丈
に
精
通
し
た
吉
文
字
町
学

の
研
究
者
で
あ
り
、
前
漢
鏡
の
好
情
的
な
「
秋
風
起
」
・
「
君
有
行
」
・
「
精
白
」
・
「
日
有
意
」
銘
に
は
じ
め
て
注
目
し
、
仮
借
字
に
留
意
し
な
が

ら
正
確
な
穣
讃
を
試
み
た
。
ま
た
、
「
元
興
元
年
」
銘
鏡
を
と
り
あ
げ
、
紀
年
銘
鏡
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
意
義
も
大
き
い
。
鏡
銘
の
精
細

な
考
誼
は
銭
枯
に
は
じ
ま
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

同
年
に
刊
行
さ
れ
た
畢
玩
・
院
元
「
山
左
金
石
志
』
(
一
七
九
七
年
)
巻
五
に
鏡
銘
の
書
き
起
こ
し
、
面
径
、
韓
丈
と
そ
の
解
説
を
載
せ
る
。

鏡
全
瞳
の
園
は
な
い
が
、
「
幽
凍
三
商
」
・
「
車
生
耳
」
・
「
壇
(
陛
)
泉
」
・
「
五
月
丙
午
」
の
考
誼
の
ほ
か
、

い
く
つ
か
の
仮
借
字
を
あ
げ
、
「
周
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仲
作
克
四
夷
服
」
で
は
じ
ま
る
七
字
句
が
毎
句
末
で
押
韻
し
、
「
贋
韻
』
の
字
音
に
し
た
が
っ
て
「
服
」
・
「
息
」
・
「
力
」
が
入
葺
「
職
徳
」
部
、

「
復
」
・
「
熟
」
が
入
聾
「
沃
燭
」
部
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
鏡
銘
の
押
韻
を
論
じ
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。

混
同
雲
鵬
と
鴇
雲
鵡
の
兄
弟
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

『
金
石
索
』
(
一
八
二
一
年
)
は
、

「
金
索
』
巻
六
に
古
鏡
一
七
四
面
を
牧
録
す
る
。
描
き

起
こ
し
園
を
賓
物
大
に
載
せ
、
『
山
左
金
石
志
」
を
受
け
て
銘
文
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
貢
献
の
ひ
と
つ
は
年
代
論
に
あ
る
。
「
新
銀

治
克
」
や
「
新
有
善
銅
」
銘
を
も
と
に
新
葬
鏡
を
設
定
し
、
「
大
泉
五
十
」
銭
紋
を
も
っ
鏡
を
同
時
期
に
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
六
朝
廻
丈
鏡

や
六
朝
霊
鏡
な
ど
六
朝
鏡
を
設
定
し
た
こ
と
も
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
個
々
の
鏡
に
つ
い
て
年
代
を
考
詮
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
鏡
を
分
類
し
、

そ
の
様
式
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

相
前
後
し
て
梁
廷
栴
「
藤
花
亭
鏡
譜
』
(
一
八
四
五
年
)
や
陳
経
『
求
古
精
舎
金
石
園
』
(
一
八
二
二
年
)
な
ど
の
著
録
が
あ
る
が
、
二

O
世
紀

に
な
る
と
、
拓
本
を
原
寸
大
で
石
印
し
た
劉
心
源
『
奇
蹴
室
吉
金
丈
遮
」
(
一
九
O
二
年
)
、
端
方
『
陶
粛
吉
金
録
』
(
一
九
O
四
年
)
、
陳
介
棋
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『
重
粛
載
鏡
」
(
一
九
二
五
年
)
、
張
廷
済
「
清
儀
問
所
載
古
器
物
丈
』
(
上
海
商
務
印
書
館
、

一
九
二
五
年
)
、
徐
乃
日
日
『
小
檀
策
室
鏡
影
』
(
一
九
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八
年
)
、
劉
瞳
智
『
小
校
経
閤
金
丈
拓
本
」
(
一
九
三
五
年
)
な
ど
の
園
録
が
出
版
さ
れ
た
ほ
か
、

コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
を
採
用
し
た
羅
振
玉
『
古
鏡

国
銀
』
(
一
九
ム
六
年
)
や
梁
上
椿
『
巌
窟
載
鏡
』
(
一
九
四
O
l
一
九
四
二
年
)
に
よ
っ
て
紋
様
と
銘
文
が
正
確
に
再
現
さ
れ
、
考
古
向
学
研
究
に
お

け
る
賓
用
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

銘
文
の
考
誼
向
学
的
研
究
は
羅
振
玉
の
「
漢
雨
京
以
来
鏡
銘
集
録
」
・
「
鏡
話
」
(
『
遼
居
雑
箸
」

一
九
二
九
年
所
牧
)
で
大
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で

の
著
録
が
個
々
の
古
鏡
に
つ
い
て
の
解
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、

一
九

O
あ
ま
り
の
銘
文
を
集
成
し
た
「
鏡
銘
集
録
」
は
鏡
銘

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
先
駆
け
で
あ
り
、
「
鏡
話
」
は
五
一
候
か
ら
な
る
鏡
銘
の
笥
記
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
漢
か
ら
清
に
い
た
る
歴
代
の
紀
年

銘
鏡
を
網
羅
し
、
貰
際
の
干
支
と
つ
き
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
鏡
銘
の
通
依
字
を
同
時
代
の
古
典
籍
や
碑
刻
か
ら
考
詮
し
、
鏡

銘
に
み
え
る
偏
芳
や
筆
書
一
の
省
略
字
を
列
翠
し
て
い
る
。

四

戦
前
に
お
け
る
日
本
の
中
園
古
鏡
研
究
|
|
編
年
重
視
の
考
古
皐

10 

年
代
論
の
は
じ
ま
り

明
治
か
ら
大
正
に
時
代
が
移
っ
た
一
九
一

0
年
代
は
、
日
本
の
古
鏡
研
究
に
お
け
る
大
き
な
轄
機
で
あ
っ
た
。
韓
国

併
合
に
と
も
な
っ
て
朝
鮮
総
督
府
を
中
心
に
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
郊
外
の
築
浪
漢
墓
の
護
掘
が
は
じ
ま
り
、
多
数
の
漢
鏡
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
翌
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
で
羅
振
玉
と
王
国
維
が
京
都
に
亡
命
し
、
金
石
撃
に
た
い
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
漠
か

ら
六
朝
に
か
け
て
の
紀
年
鏡
が
相
つ
い
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
園
鏡
の
年
代
論
に
研
究
者
の
闘
心
が
注
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

中
国
美
術
史
の
大
村
西
崖
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
(
悌
書
刊
行
合
園
像
部
、

一
九
一
五
年
)
や
園
丈
撃
の
山
田
孝
雄
「
古
鏡
の
銘
に
つ
い
て
」

(
『
人
類
m

晶
子
雑
誌
』
三

O
l

一
九
一
五
1
一
六
年
)
は
漢
鏡
銘
の
重
要
性
に
着
目
し
、
紀
年
銘
鏡
を
集
成
し
た
。
な
か
で
も
山
田

は
、
銘
文
を
韻
丈
と
し
て
と
ら
え
、
三
字
句
や
四
字
句
の
単
純
な
銘
丈
か
ら
、
武
帝
代
に
数
句
か
ら
な
る
長
銘
が
あ
ら
わ
れ
、
前
漢
末
・
王
葬

代
に
七
言
句
が
毎
句
押
韻
す
る
柏
梁
瞳
が
さ
か
ん
に
な
り
、
四
六
瞳
が
も
て
は
や
さ
れ
た
後
漢
末
か
ら
六
朝
代
に
四
言
句
の
銘
文
が
多
く
な
っ

た
と
論
じ
た
。
前
漢
鏡
の
賓
瞳
が
ま
っ
た
く
明
ら
か
で
な
か
っ
た
と
き
に
、
銘
文
か
ら
そ
の
賓
在
を
想
定
し
、
文
事
史
の
観
酷
か
ら
六
朝
代
ま



で
の
鏡
銘
の
饗
遷
を
明
ら
か
に
し
た
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
が
考
古
撃
の
様
式
編
年
に
偏
重
し
て
い
っ
た
た
め
、
山
田
の

研
究
は
正
し
く
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。

金
石
撃
の
知
識
を
も
と
に
、
考
古
随
一
干
の
様
式
論
か
ら
鏡
の
年
代
を
は
じ
め
て
議
論
し
た
の
は
富
岡
謙
戴
「
古
鏡
の
研
究
』
(
丸
善
株
式
合
壮
、

一
九
二
O
年
)
で
あ
る
。
ま
ず
「
始
建
園
二
年
新
家
寧
」
銘
獣
帯
鏡
や
「
王
氏
作
寛
:
:
:
多
賀
新
家
」
・
「
新
有
善
銅
」
な
ど
の
銘
文
を
も
っ
方

格
規
矩
四
一
珊
鏡
を
王
葬
代
に
位
置
づ
け
、
そ
の
う
え
で
方
格
規
矩
四
一
柳
鏡
の
内
匝
と
外
匝
の
紋
様
を
検
討
し
、
多
様
な
嬰
異
を
も
っ
段
階
か
ら

王
葬
代
の
完
備
し
た
紋
様
へ
と
様
式
が
護
展
し
た
と
考
え
た
。
つ
い
で
紀
年
銘
を
も
と
に
紳
獣
鏡
が
後
漢
中
期
に
出
現
し
、
紳
仙
思
想
の
も
て

は
や
さ
れ
た
漢
末
か
ら
六
朝
代
に
盛
行
し
た
と
論
じ
、
書
一
像
鏡
に
つ
い
て
も
、
東
王
公
・
西
王
母
の
一
神
仙
固
像
の
ほ
か
、
後
漢
代
の
書
一
像
石
と

の
表
現
の
類
似
を
も
と
に
、
後
漢
か
ら
六
朝
初
期
の
も
の
と
推
測
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
青
柳
種
信
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
た
一
帽
岡
勝
三
雲
遺

跡
や
同
豚
の
須
玖
岡
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
草
葉
紋
鏡
や
異
瞳
字
銘
帯
鏡
に
つ
い
て
、
銘
丈
の
字
形
が
中
園
出
土
の
前
漢
代
の
瓦
瓢
と
類
似
し
、

て
提
唱
し
た
だ
け
で
な
く
、
遺
跡
の
護
掘
資
料
と
理
化
皐
分
析
の
成
果
を
援
用
し
た
こ
と
で
も
注
目
で
き
る
。
さ
ら
に
、
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
「
輿
天
地
相
翼
」
な
ど
の
銘
文
を
も
っ
幡
踊
紋
鏡
や
「
大
柴
貴
富
」
な
ど
の
銘
文
を
も
っ
幡
龍
紋
鏡
を
紹
介
し
、
紋
様
表
現

11 

六
朝
代
の
鏡
よ
り
錫
の
含
有
比
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
一
括
の
出
土
鏡
を
前
漢
代
に
位
置
づ
け
た
。
そ
れ
は
字
形
か
ら
前
漢
鏡
を
は
じ
め

が
先
秦
時
代
の
銅
器
に
類
似
す
る
こ
と
、
銘
文
が
草
葉
紋
鏡
や
異
瞳
字
銘
帯
鏡
と
共
通
す
る
こ
と
、
雷
紋
鏡
と
同
じ
よ
う
に
と
面
縁
を
も
つ
こ

と
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
も
前
漢
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
日
本
出
土
の
三
角
縁
一
珊
獣
鏡
に
つ
い
て
は
、
「
銅
出
徐
州
、
師

日
本
で
は
前
漢
か
ら
王
茶
代
の
鏡
が
北
部
九
州
を
中
心
に
分
布
す
る
の
に
た
い
し
て
、

神
獣
鏡
や
書
一
像
鏡
が
畿
内
に
多
い
こ
と
、
呉
の
年
競
を
も
っ
一
柳
獣
鏡
が
少
な
く
、
大
部
分
が
貌
耳
目
の
三
角
縁
一
川
獣
鏡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貌
帝

出
洛
陽
」
銘
か
ら
現
代
の
製
作
と
考
詮
し
た
う
え
で
、

か
ら
卑
嫡
呼
に
贈
ら
れ
た

「
貌
志
」
倭
人
停
の
「
銅
鏡
百
枚
」
を
そ
れ
に
あ
て
た
。

漬
田
耕
作
は
富
岡
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た

『
古
鏡
の
研
究
」

の
序
丈
の
な
か
で
、
富
岡
は
丈
献
撃
的
研
究
よ
り
は
じ
め
、
型
式
撃
的
研
究
へ
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と
展
開
し
た
と
指
摘
す
る
。
漢
鏡
銘
を
古
文
献
か
ら
考
誼
し
た
富
岡
の
研
究
は
、
漬
田
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
確
か
に
従
来
の
「
典
籍
の
索
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引
的
繕
讃
を
事
と
す
る
徒
輩
の
能
く
す
る
所
」
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

カ
ー
ル
グ
レ
ン
(
岡
山
H
f
B
P
H
W
O
B
}
E
L
¥何
日
々

(
リ
古
口

2
0
Z
E
D
H
-戸
ω
ロ
ロ
旬
門
戸
口
口
印
J

切
と
宣
言
品
、
足
室
内
一
応
喜
久
町
内
有
阿
E同
町
三
人
山

wN円

N
2
5
3
2
0
G
u
E
ω
品
)
が
逐
一
あ
げ
つ
ら
う
よ
う
に
、
富
岡
の
鏡
銘
の

穣
丈
に
は
誤
讃
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
富
岡
の
め
ざ
し
た
目
標
は
鏡
式
の
設
定
と
そ
の
編
年
に
あ
っ
て
、
個
々
の
銘
文
の
鐸
讃
に
心
血
を
注
い

だ
清
朝
の
金
石
撃
者
と
は
ベ
ク
ト
ル
が
ち
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

研
究
方
法
の
多
様
化

富
岡
謙
裁
以
後
、
士
口
鏡
研
究
は
お
も
に
四
つ
の
方
向
に
進
め
ら
れ
た
。
第
一
は
編
年
の
深
化
、
第
二
は
遺
跡
調
査
と

地
域
性
の
検
討
、
第
三
に
漢
以
前
の
鏡
の
探
索
、
第
四
に
理
化
事
的
分
析
で
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
を
先
導
し
た
の
は
、
富
岡
の
研
究
を
縫
い
だ

梅
原
末
治
で
あ
る
。
梅
原
は
遺
跡
や
遺
物
の
調
査
に
な
み
は
ず
れ
た
能
力
を
も
ち
、

日
本
各
地
は
も
と
よ
り
、
朝
鮮
・
中
園
・
欧
米
の
各
地
で

一
九
二

0
年
代
は
中
園
で
考
古
亭
調
査
が
は
じ
ま
り
、
欧
米
で
も

中
園
丈
物
に
た
い
す
る
関
心
が
い
ち
じ
る
し
く
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
中
園
考
古
撃
の
情
報
は
世
界
各
地
か
ら
い
ち
は
や
く
梅
原
の
も
と
に

中
園
丈
物
を
調
査
し
、
現
地
の
研
究
者
と
ひ
ん
ぱ
ん
に
意
見
を
交
換
し
た
。

第
一
の
年
代
論
に
つ
い
て
梅
原
『
鑑
鏡
の
研
究
』
(
大
凶
山
書
席
、

12 

集
ま
り
、
梅
原
か
ら
世
界
に
向
け
て
護
信
さ
れ
た
。
そ
れ
は
研
究
の
国
際
化
と
い
う
貼
で
も
意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

一
九
二
五
年
)
は
、
ま
ず
「
王
氏
作
鏡
」
や
「
新
作
大
鏡
」
の
銘
文
を
根

擦
に
三
角
縁
神
獣
鏡
を
王
葬
代
に
位
置
づ
け
た
高
橋
健
自
の
説
を
批
判
し
、
方
格
規
矩
四
一
刺
鏡
を
中
心
と
す
る
王
葬
鏡
の
論
擦
を
明
確
に
し
た
。

つ
い
で
紀
年
銘
鏡
を
集
成
し
、
編
年
の
基
準
資
料
の
整
備
に
つ
と
め
た
。
と
く
に
梅
原
『
漢
三
園
六
朝
紀
年
鏡
固
説
』
京
都
帝
園
大
同
学
丈
島
ア
部

考
古
島
ナ
資
料
叢
刊

(
桑
名
文
星
堂
、

一
九
四
二
年
)
は
、
紀
年
銘
の
稗
丈
と
解
説
、
鏡
の
寓
異
国
版
が
完
備
さ
れ
、
以
後
の
研
究
に
大
き
な
便

宜
を
輿
え
た
。
梅
原
「
支
那
古
鏡
概
説
」
(
『
捌
訂
泉
屋
清
賞
』
、
住
友
吉
左
衛
門
、

一
九
三
四
年
)
は
ま
た
、
南
斉
の
建
武
五
(
四
九
八
)
年
銘
鏡
な

ど
四
言
句
の
銘
文
と
浮
彫
り
の
獣
形
を
も
っ
書
一
紋
帯
一
脚
(
仰
)
獣
鏡
が
六
朝
鏡
を
代
表
し
、
そ
れ
が
陪
鏡
に
継
承
さ
れ
、
自
由
に
し
て
華
麗
な

表
現
の
唐
鏡
が
生
ま
れ
る
と
い
う
一
連
の
饗
遷
観
を
提
起
し
た
。

第
二
の
遺
跡
調
査
に
つ
い
て
、
印
刷
宋
浪
漢
墓
の
調
査
は
閥
野
貞
ら
が
一
九

O
九
年
に
二
面
の
後
漢
鏡
が
共
存
し
た
石
巌
洞
甑
室
墓
を
護
掘
し
た

」
と
に
は
じ
ま
り
、

一
九
一
六
年
に
は
朝
鮮
総
督
府
に
古
蹟
調
査
委
員
舎
が
設
立
さ
れ
、
組
織
的
に
調
査
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
梅
原
『
鑑



鏡
の
研
究
』
(
前
掲
)
は
個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
ふ
く
め
て
一
五

O
面
あ
ま
り
の
鏡
を
集
成
し
、
漢
鏡
の
出
土
数
の
愛
化
は
史
書
か
ら
う
か

が
え
る
郡
牒
の
盛
衰
と
符
合
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
後
藤
守

い
楽
浪
出
土
鏡
を
集
成
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、

『
漢
式
鏡
』
日
本
考
古
風
子
大
系
(
雄
山
関
、

一
九
二

0
年
代
に
中
国
で
丈
物
の
盗
掘
と
海
外
へ
の
流
出
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
を
、
つ
け
て
、
漢

一
九
二
六
年
)
も
ま
た
二

O
O
面
近

以
前
の
鏡
に
つ
い
て
梅
原
『
漢
以
前
の
古
鏡
の
研
究
』
東
方
丈
化
皐
院
京
都
研
究
所
研
究
報
告
六
(
一
九
三
五
年
)
は
准
河
流
域
や
洛
陽
金
村

か
ら
出
土
し
た
戦
国
鏡
を
追
跡
し
、
そ
れ
ら
を
「
地
域
的
な
一
括
遺
物
」
と
呼
ん
で
、
年
代
や
地
域
性
を
一
不
す
重
要
な
資
料
と
み
な
し
た
。
ま

一
九
三
九
年
)
で
は
紹
興
か
ら
出
土
し
た
と
停
え
る
書
一
像
鏡
や
呉
の
紀
年
銘
鏡
を
集
成
し
、
ベ
ト
ナ
ム

北
部
か
ら
出
土
し
た
漢
鏡
に
つ
い
て
は
、
同
じ
遺
境
に
位
置
す
る
梁
浪
郡
の
出
土
鏡
と
比
較
し
た
(
「
東
京
及
安
南
北
部
設
見
の
古
鏡
」
『
束
方
皐

た
、
『
紹
興
古
鏡
緊
英
」
(
桑
名
文
星
堂

報
』
京
都
一
四
l

二、

一
九
四
三
年
)

0

第
四
の
銅
鏡
の
理
化
皐
的
分
析
は
、
近
重
量
六
澄
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
。
近
重
「
東
洋
古
銅
器
の
化
皐
的
研
究
」
(
『
史
林
』
三
二
、

一
八
年
)
は
各
種
の
古
銅
器
に
つ
い
て
顕
微
鏡
に
よ
る
金
属
組
織
の
分
析
と
銅
・
錫
・
鉛
な
ど
の
成
分
を
分
析
し
、
『
周
瞳
』
考
工
記
の
「
金

の
六
斉
」
と
封
比
し
た
。
つ
づ
い
て
小
松
茂
・
山
内
淑
人
「
古
鏡
の
化
事
的
研
究
」
(
『
東
方
向
学
報
』
京
都
八
、
一
九
三
六
年
)
は
梅
原
末
治
と
共

同
で
戟
固
か
ら
明
代
に
い
た
る
中
園
鏡
四
九
面
と
日
本
の
出
土
鏡
七
面
の
計
五
六
面
を
分
析
し
、
戦
園
鏡
は
銅
一
錫
H

七
五
二
一
五
、
漢
か
ら 九

13 

唐
の
鏡
は
銅
一
錫
一
鉛
日
七

O
二
一
五
一
五
、
宋
以
後
は
錫
が
減
少
し
て
鉛
が
八
l
一
九
%
に
増
加
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
を
も

と
に
梅
原
「
古
鏡
の
化
皐
成
分
に
関
す
る
考
古
撃
的
考
察
」
(
『
東
方
向
学
報
』
京
都
八
、

一
九
三
六
年
)
は
、
地
金
の
色
や
鋳
の
ち
が
い
は
成
分
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
出
土
の
版
態
な
い
し
は
出
土
地
の
ち
が
い
に
よ
る
こ
と
、
中
圃
鏡
と
日
本
の
佑
製
鏡
と
は
成
分
の
ち
が
い
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
中
園
の
原
料
な
い
し
は
製
品
の
鏡
を
用
い
て
佑
製
鏡
が
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
た
。

五

戦
前
に
お
け
る
欧
米
の
中
園
古
鏡
研
究
|
|
シ
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
考
古
皐

戸つ戸υJυ 

鏡
の
責
地
調
査
と
研
究

一
九
一
一
一
一
・
一
九
一
七
年
に
ベ
ル
ギ
ー
の
醤
師
ブ
ツ
カ
ン
は
河
南
省
鄭
州
市
に
お
い
て
空
心
甑
墓
を
護
掘
し
、
塁
ハ



536 

瞳
字
銘
帯
鏡
が
五
鉢
銭
や
褐
紬
陶
器
と
共
件
し
た
こ
と
を
確
か
め
た
(
梅
原
末
治
「
河
南
郷
州
及
び
築
淳
豚
護
見
の
漠
代
の
墳
墓
と
其
の
遺
物
」
『
東
洋

島
ナ
報
』

九

一
九
二
二
年
)

0

一
九
一
六

1
一
九
一
一
一
年
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
技
師
カ

l
ル
ベ
ッ
ク
が
准
河
流
域
に
お
い
て
漠
鏡
よ
り
も

古
い
様
式
の
鏡
を
多
数
入
手
し
た
。
そ
の
地
域
は
前
二
四
一
年
に
楚
の
都
と
な
り
、
楚
の
滅
亡
後
、
前
一
九
七
年
か
ら
は
前
漢
の
堆
南
固
と
し

て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
戦
国
時
代
の
楚
様
式
か
ら
漢
様
式
へ
の
饗
化
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
注
意
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
カ
ー

ル
ベ
ッ
ク
は
類
似
の
鏡
が
内
蒙
古
ま
で
麿
く
分
布
す
る
こ
と
を
確
か
め
、
雲
雷
紋
鏡
、
山
字
紋
鏡
、
渦
状
旭
紋
鏡
、
幡
踊
紋
鏡
な
ど
七
種
類
に

分
け
、

そ
れ
ら
の
年
代
を
前
三
世
紀
か
ら
前
二
世
紀
前
中
十
に
比
定
し
た
荷
主
宮
口
F
0
2戸
当

2
2
3
F
B
σ
H
U
H
-
可。
r宮
古

F
S
N
O
百円

5
2
3ゅの
bsaF~2hg-色
。
¥
h
w
E
R
S
-九
』
ミ
伊
〈
C

正当
z
c
y
E
N
g
。
い
っ
ぽ
う
、
洛
陽
東
郊
の
金
村
で
は
一
九
二
八
年
に
八
基
の
大
墓
と
そ
れ
に

附
属
す
る
車
馬
坑
か
ら
大
量
の
丈
物
が
出
土
し
、
河
南
在
住
の
牧
師
ホ
ワ
イ
ト
は
す
ぐ
さ
ま
遺
跡
と
そ
の
出
土
品
を
追
跡
し
た
(
当
E
F

(
リ

E
H
-
2
司
王
E戸
円
。
草
食
。
¥
O
N
K
卜
。
ハ
て
お
お
や

H
S品
)
0

欧
米
で
中
園
古
鏡
を
最
初
に
詳
し
く
論
じ
た
の
は
、

ド
イ
ツ
人
の
ヒ
ル
ト
で
あ
る
。
『
博
古
園
録
』
・
『
西
清

14 

紋
様
と
銘
文
の
文
化
史
研
究

古
鑑
』
・
『
金
石
索
」
な
ど
の
金
石
室
日
や
古
鏡
の
惇
承
を
集
め
た
類
書
を
博
捜
し
、
銅
鏡
の
歴
史
、
日
本
や
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
園
鏡
、
鏡

の
用
途
、
鏡
の
紋
様
に
つ
い
て
整
理
し
た
(
目
立
F
F
5
e
E
F
A
E固
め
印

O
Z巾
E
r
Z
5
0
5
J
』
ミ
守
白
。
唱
え

as~~U品、3
司
コ
円
な
お
さ
同
室
ミ
ミ

司
S
N
H
U
E
E
c
g
。
論
貼
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
な
か
で
も
鏡
に
は
化
粧
具
と
し
て
の
用
途
の
ほ
か
、
採
火
に
用
い
る
陽
憶
や
昨
邪
・
治

療
・
議
知
の
呪
具
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
漢
鏡
の
紋
様
は
周
代
の
銅
瞳
器
と
異
な
り
、
張
審
の
西
域
開
拓
に
と
も
な
っ
て
固
鉦
・
葡

萄
・
獅
子
な
ど
の
新
し
い
紋
様
が
現
れ
た
こ
と
に
注
意
し
、
古
鏡
の
新
し
い
研
究
を
切
り
開
い
た
。
そ
の
後
、

イ
ギ
リ
ス
の
イ
エ
ツ
ツ

(JP門
戸
巧
・

3
2
2巳
「

叫

J
r
p司
穂
町
Nh喜
久
。
Y
R
~
2
8
N
~
ミ
S
F

〔

U

ミ
号
室
内
久
N
F
G
S
S丘
町
喜
一
丸
心
主
2
N
W
3
5
3
与
え
V
Hど

R
n
k
号、内』
3
Gぬ
司
令
き
に
ミ

Nh

町内九

E
W
E
S
O案
内
タ
〈
D
-
ド
ド
ロ
ロ

ι
c
p
H
8
0
)
は
銘
文
の
稗
謹
と
方
格
規
矩
四
一
神
鏡
の

T
L
V
紋
・
四
一
肺
・
十
二
支
銘
に
つ
い
て
、
ス
ウ
ェ

l
デ

ドン
イの
ツシ
の レ
キン
ニL ヘ

ン巴
メ E
ル己
/一、'"
F可 g
U' ~ 
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o 日
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公」丈、
υ3 
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ロ
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な ヒロ
ELE 
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勺1 は
タ〉戟

ー圃
てD 内ヤ
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も漢
戦 鏡
闘 の

語 美
の術
様 様
式式
lこに
つつ
しミ し、

て て



濁
自
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

シ
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
古
鏡
研
究
を
大
成
し
た
の
は
、
中
国
語
の
近
代
言
語
皐
を
確
立
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ

1
ル
グ
レ
ン
で
あ
る
。
ま

ず
、
周
代
の
韻
丈
で
あ
る

「
詩
一
経
」
を
も
と
に
上
古
音
を
復
元
し
、

つ
マ
つ
い
て
上
古
音
か
ら
中
古
音
へ
の
過
渡
期
に
あ
る
二
五
七
種
の
漢
鏡
銘

を
集
成
し
て
穣
謹
す
る
と
と
も
に
、
押
韻
、
仮
借
、
字
句
を
詳
し
く
解
説
し
た
両
日
夜

5
ご
E
L
)
0

綴
密
な
言
語
皐
理
論
を
と
り
い
れ
た
鏡
銘

研
究
で
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
と
き
鏡
の
固
像
紋
様
に
は
無
関
心
で
、
年
代
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
。
カ
ー
ル
グ
レ
ン
は
こ
の
反

省
に
た
ち
、
准
式
鏡
の
研
究
で
は
、
室
町
州
と
洛
陽
と
の
地
域
性
に
留
音
山
し
な
が
ら
、
漢
鏡
へ
の
編
年
を
ね
ら
い
に
、
集
成
し
た
二
二
七
面
に
つ

い
て
主
紋
や
地
紋
を
単
位
紋
様
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蟹
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

A
か
ら

L
の
一
一
類

(
I
類
は
未
設
定
)
に
分
類

し
た
(
，
d
E
E
E
出

E
J
凶

N
A
S
S
ミ
ミ
NE言
語
。
¥
『
品
、
町
民
己
主
人
主
号
室
5
3
z
o
-
-
ω
u
H
2
H
)
0
鏡
銘
の
研
究
と
同
じ
よ
う
に
、
網
羅
的
な
集
成
と

瞳
系
的
な
分
類
を
め
ざ
す
カ

1
ル
グ
レ
ン
の
方
法
は
一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
二

O
世
紀
前
宇
の
古
鏡
研
究
を
み
る
と
、
圃
録
の
編
集
を
別
に
す
れ
ば
、
銘
文
考
詮
に
浸
頭
す
る
中
園
、
編
年
と
歴
史
研
究

に
傾
く
日
本
、
シ
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
文
化
史
研
究
を
進
め
た
欧
米
、
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
が
は
っ
き
り
と
直
別
で
き
る
。
そ
れ
は
宋
皐
と
漢
皐
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の
封
立
に
は
じ
ま
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
分
岐
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ー」ーーノ、

戦
後
の
中
園
古
鏡
研
究
|
|
日
本
・
中
園
・
欧
米
に
お
け
る
多
様
な
研
究
の
融
合

瑳
掘
調
査
の
進
展

河
南
省
洛
陽
市
の
焼
溝
墓
地
で
は
、

一
九
五
三
年
に
二
二
五
基
の
漢
墓
が
護
掘
さ
れ
、
墓
室
型
式
や
陶
器
、
貨
幣
な
ど

を
も
と
に
前
漢
中
期
か
ら
後
漢
後
期
に
い
た
る
漢
墓
が
六
期
七
段
階
に
編
年
さ
れ
た
(
中
園
科
向
学
院
考
古
研
究
所
編
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
」
、
科
附
晶
子
出
版

祉、

一
九
五
九
年
)
。
出
土
し
た
銅
鏡
一
一
八
面
と
銭
鏡
九
面
は
一
四
種
の
鏡
式
に
大
別
さ
れ
、
編
年
の
指
標
と
し
て
抽
出
し
た
二
二
四
基
の
墓

537 

と
の
封
一
際
関
係
に
よ
っ
て
各
鏡
式
の
使
用
年
代
が
一
不
さ
れ
た
。
そ
の
刊
行
と
同
じ
一
九
五
九
年
に
は
洛
陽
市
丈
物
管
理
委
員
曾
編
『
洛
陽
出
土

古
鏡
』
と
限
西
省
丈
物
管
理
委
員
曾
編
「
陳
西
省
出
土
銅
鏡
』
、
翌
一
九
六

O
年
に
は
湖
南
省
博
物
館
編
「
湖
南
出
土
銅
鏡
圃
録
』
と
四
川
省
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博
物
館
ほ
か
編
『
四
川
省
出
土
銅
鏡
』
が
文
物
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
、
鏡
の
種
類
が
地
域
ご
と
に
異
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
は
紀
年
墓
や
前

一
一
一
一
年
に
中
山
王
劉
勝
を
埋
葬
し
た
河
北
省
涌
城
漢
墓
な
ど
年
代
の
特
定
で
き
る
墓
の
出
土
例
が
増
加
し
、
岡

崎
敬
「
鏡
と
そ
の
時
代
」
(
『
立
岩
遺
蹟
』
、
河
出
書
房
新
社
、

一
九
七
七
年
)
は
前
漢
鏡
の
年
代
に
つ
い
て
盟
系
的
に
整
理
し
た
。

改
革
開
放
に
と
も
な
い
、

一
九
八
0
年
代
よ
り
開
設
に
と
も
な
う
護
掘
が
各
地
で
急
増
し
て
い
っ
た
。
省
市
レ
ベ
ル
で
も
調
査
瞳
制
が
整
え

ら
れ
、
文
革
以
前
の
調
査
例
も
ふ
く
め
て
、
ま
と
ま
っ
た
護
掘
報
告
書
が
陸
績
と
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
漢
の
都
長
安
の
周
遣
で
は

一
九
八
八
年
よ
り
八

O
O基
以
上
の
前
漢
墓
が
護
掘
さ
れ
、
西
安
市
丈
物
保
護
考
古
所
な
ど
か
ら

『
西
安
龍
首
原
漢
墓
』
(
西
北
大
向
晶
子
山
版
祉
、

一
九
九
九
年
)
や
「
長
安
漢
墓
』
(
欧
西
人
民
出
版
枇
、
二
O
O
四
年
)
と
し
て
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
ほ
か
、
護
掘
を
捨
骨
回
し
た
程
林
泉
・
韓
国

河
は
出
土
し
た
漢
鏡
三
三
六
面
を
牧
録
し
た

『
長
安
漠
鏡
」
(
険
西
人
民
出
版
祉
、
二
O
O
二
年
)
を
編
纂
し
た
。
ま
た
、
長
沙
市
内
で
は
一
九
五

一一

1
一
九
九
四
年
に
二

O
四
八
基
の
東
周
墓
が
護
掘
さ
れ
、
陶
器
を
も
と
に
春
秋
後
期
か
ら
戟
園
末
期
ま
で
を
四
期
九
段
階
に
分
け
て
い
る

(
湖
南
省
博
物
館
ほ
か
『
長
沙
楚
墓
』
、
文
物
出
版
祉
、
二
0
0
0
年
)
。
そ
の
う
ち
四
八
一
基
の
墓
か
ら
四
八
五
面
の
鏡
が
出
土
し
、
秦
代
に
出
現
す

16 

る
細
地
紋
鏡
や
雲
雷
地
紋
を
も
っ
幡
踊
紋
鏡
な
ど
前
漢
代
に
下
る
鏡
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
も
の
の
(
拙
論
「
前
漠
鏡
の
編
年
と
様
式
」
『
史
林
』
六

七

五

会
九
八
四
年
)
、
羽
拭
地
紋
の
山
字
紋
鏡
な
ど
多
く
は
戟
園
後
期
の
鏡
で
あ
り
、
楚
鏡
の
ま
と
ま
っ
た
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
慶
州

市
内
で
も
一
九
五
三

l
一
九
六

O
年
に
四

O
九
基
の
漢
墓
が
護
掘
さ
れ
、
計
一
五
七
面
の
銅
鏡
が
出
土
し
た
(
底
州
市
文
物
管
理
委
員
合
ほ
か

『
慶
州
漢
墓
』
、
文
物
出
版
祉
、

一
九
八
一
年
)
o

墓
室
型
式
と
陶
器
を
も
と
に
前
漢
前
期
か
ら
後
漢
後
期
ま
で
五
期
に
編
年
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
八

二
基
の
前
漢
前
期
墓
か
ら
戦
園
後
期
の
楚
鏡
を
ふ
く
む
五
九
面
の
鏡
が
出
土
し
た
。
と
り
わ
け
、
前
一
一
一
一
一
年
ご
ろ
に
浸
し
た
第
二
代
の
南
越

王
の
墓
が
護
見
さ
れ
、
未
盗
掘
の
墓
室
か
ら
計
三
九
面
の
鏡
が
出
土
し
た
こ
と
(
同
「
西
漢
南
越
王
墓
』
、
文
物
出
版
壮
、

一
九
九
一
年
)
は
、
前
漢

前
期
の
資
料
が
扶
落
し
て
い
た

『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
」
を
補
う
成
果
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
出
土
鏡
は
、
製
品
と
な
っ
た
鏡
が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
た
最
後
の
局
面
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
鏡
の
正
確
な
制
作
年
代
や
製
作

地
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
遮
べ
る
よ
う
な
型
式
準
的
方
法
や
銘
丈
の
解
緯
と
組
み
あ
わ
せ
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
鏡
が
墓
中
で
ど
の



よ
う
に
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
い
た
の
か
、
戦
前
で
は
日
本
人
が
設
掘
し
た
ピ
ヨ
ン
ヤ
ン
市
の
築
浪
漢
墓
し
か
手
が
か
り
の
な
か
っ
た
鏡
の
使
用

法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
確
賓
な
誼
擦
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

型
式
撃
的
研
究

鏡
の
編
年
は
、
紋
様
と
そ
の
構
成
を
も
と
に
、
草
葉
紋
鏡
や
内
行
花
紋
鏡
と
い
っ
た
鏡
式
に
分
類
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

っ
た
。
富
岡
謙
臓
や
梅
原
末
治
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
鏡
式
編
年
は
、
前
節
に
述
べ
た
よ
う
な
新
中
園
の
護
掘
例
を
も
と
に
、
樋
口
隆
康

『
古
鏡
』
(
新
潮
壮
、

一
九
八
四
年
)
な
ど
の
専
著
に
よ
っ
て
盟
系
化
さ

つ
ぎ
な
る
課
題
は
、
数
十
年
か
ら
百
年
あ
ま
り
の
時
間
幅
を
も
っ
各
鏡
式
を
紋
様
や
銘
文
か
ら
細
か
く
型
式
分
類
し
、
型
式
問
変
化
の
時

一
九
七
九
年
)
や
孔
鮮
星
・
劉
一
塁
『
中
国
古
代
銅
鏡
』
(
文
物
問
版
壮
、

れ
た
。

系
列
を
跡
づ
け
る
と
と
も
に
、
鏡
式
を
横
断
す
る
型
式
の
並
行
闘
係
を
確
か
め
、
墓
の
護
掘
資
料
を
も
と
に
そ
の
編
年
を
検
誼
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
が
型
式
事
的
研
究
法
で
あ
る
。

三
角
縁
一
岬
獣
鏡
と
い
う
一
つ
の
鏡
式
に
つ
い
て
属
性
の
抽
出
と
そ
の
分
類
を
も
っ
と
も
精
棋
に
お
こ
な
っ
た
の
は
小
林
行
雄
「
一
一
一
角
縁
紳
獣

鏡
の
研
究
」
(
『
京
都
大
挙
文
皐
部
紀
要
』

、

一
九
七
一
年
)
で
あ
る
。
ま
ず
内
匝
の
紳
獣
像
配
置
に
よ
っ
て
二
回
型
式
に
分
類
し
、

つ
い
で
一
岬

17 

像
と
獣
形
の
表
現
、
銘
文
の
種
類
と
そ
の
配
置
、
内
匝
外
周
の
紋
様
帯
な
ど
の
属
性
と
の
相
闘
を
示
し
た
。
こ
の
方
法
を
ふ
ま
え
田
中
琢
「
方

格
規
短
四
一
珊
鏡
系
倭
鏡
分
類
試
論
」
(
「
文
化
財
論
叢
』
奈
良
園
立
文
化
財
研
究
所
創
立
三
O
周
年
記
念
論
文
集
、

一
九
八
三
年
)
は
、
方
格
規
矩
四
一
岬

鏡
を
模
倣
し
た
倭
鏡
に
つ
い
て
、
主
紋
の
獣
像
が
し
だ
い
に
退
化
す
る
一
連
の
費
化
系
列
を
想
定
し
、
そ
れ
を
ほ
か
の
車
位
紋
様
と
の
相
闘
を

も
と
に
検
誼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
型
式
分
類
と
編
年
を
お
こ
な
っ
た
。
田
中
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
西
村
俊
範
「
壁
頭
龍
丈
鏡
(
位
至
三
公
鏡
)

一
九
八
三
年
)
は
後
漢
代
の
讐
頭
龍
紋
鏡
に
つ
い
て
型
式
分
類
と
編
年
を
賓
践
し
た
。

の
系
譜
」
(
『
史
林
」
六
六
l

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
各
鏡
式
の
個
別
的
な
研
究
で
あ
っ
た
。
拙
論
「
前
漢
鏡
の
編
年
と
様
式
」
(
前
掲
)
・
「
後
漢
鏡
の
編
年
」
(
『
園
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
五
、

一
九
九
三
年
)
は
、
漢
代
の
各
種
の
鏡
式
に
つ
い
て
紋
様
と
銘
文
の
属
性
分
析
を
も
と
に
編
年
す
る
と
と
も
に
、
鏡

式
を
横
断
す
る
属
性
の
共
有
闘
係
か
ら
鏡
式
聞
の
並
行
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
墓
の
護
掘
例
か
ら
こ
の
相
封
編
年
の
検
誼
を
お
こ
な
っ
た
。
各
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型
式
に
賓
年
代
を
比
定
す
る
に
は
、
銘
文
か
ら
鏡
の
製
作
年
代
を
考
誼
す
る
ほ
か
に
、
墓
の
出
土
例
か
ら
鏡
の
使
用
時
期
を
検
討
す
る
方
法
が
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あ
る
。
そ
れ
に
は
、
①
年
代
の
判
明
し
て
い
る
墓
か
ら
の
出
土
、
②
紀
年
銘
遺
物
や
銅
銭
と
の
共
伴
闘
係
、
③
墓
室
や
副
葬
土
器
な
ど
の
編
年

と
の
相
閥
、
④
鏡
ど
う
し
の
共
伴
闘
係
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
考
え
な
が
ら
製
作
年
代
に
よ
る
編
年
を
構
築
し
、
さ
ら
に
紋
様
や

銘
文
に
あ
ら
わ
れ
た
様
式
を
も
と
に
漢
鏡
を
七
期
に
大
別
し
た
。

鏡
の
銘
文
に
は
一
定
の
パ
タ
ー
ン
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
樋
口
隆
康
「
中
園
古
鏡
銘
文
の
類
別
研
究
」
(
「
東
方
向
半
』
七
、

一
九
五
三
年
)
は
、

例
数
の
多
い
銘
文
を
完
全
な
形
に
校
勘
の
う
え
二
九
種
に
分
類
し
、
そ
れ
と
鏡
式
と
の
相
闘
を
数
量
的
に
分
析
し
た
。
こ
れ
は
鏡
式
レ
ベ
ル
の

分
析
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
語
句
単
位
の
数
量
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
林
裕
己
「
漢
鏡
銘
に
つ
い
て
(
鏡
銘
分
類
概
論
)
」
(
『
古
文

化
談
叢
』
五
五
、
二
O
O
六
年
)
は

P
C
を
用
い
て
一
高
件
以
上
の
鏡
銘
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
文
字
や
語
句
車
位
の
相
閲
闘
係
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
角
縁
神
獣
鏡
な
ど
特
定
の
鏡
式
に
用
い
ら
れ
た
語
句
の
抽
出
に
成
功
し
て
い
る
。
紋
様
と
同
じ
よ
う
に
銘
文
も
ま
た
型

式
的
学
の
属
性
と
し
て
分
析
で
き
、
編
年
や
地
域
性
の
議
論
に
寄
輿
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
紋
様
や
銘
文
を
類
型
化
・
記
競
化

L
、
P
C
を
用
い
て
数
量
的
・
機
械
的
に
分
析
す
る
手
法
は
、
鏡
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
し
ば
し

ば
見
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
大
が
か
り
な
工
房
で
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
銅
鏡
を
生
産
し
て
い
た
前
漢
代
な
ら
、
そ
の
よ
う

な
方
法
は
有
殺
だ
が
、
官
菅
工
房
と
さ
れ
る
「
向
方
」
か
ら
「
青
蓋
」
や
「
杜
氏
」
ら
の
鏡
工
た
ち
が
相
つ
い
で
自
立
し
た
後
漢
代
に
は
、
小

18 

さ
な
個
人
経
管
の
工
房
名
を
銘
丈
に
か
か
げ
、
民
間
の
市
場
に
向
け
て
濁
特
の
銘
文
や
固
像
紋
様
を
も
っ
た
雲
術
性
の
高
い
鏡
が
競
う
よ
う
に

創
作
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
、
従
来
の
よ
う
に
い
き
な
り
紋
様
の
型
式
分
類
か
ら
は
じ
め
る
紋
切
型
の
手
法
で
は
な
く
、
作
鏡
者
名
を
手
が
か
り

に
作
品
を
個
々
に
分
析
す
る
こ
と
か
ら
時
代
や
地
域
の
様
式
に
議
論
を
展
開
さ
せ
る
作
家
論
の
手
法
を
併
用
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
(
拙
論
「
漢

鏡
五
期
に
お
け
る
准
汲
の
成
立
」
「
東
方
挙
報
』
京
都
八
五
、
二
O
一
O
年
)

0

地
域
性
と
流
派

新
中
固
に
な
っ
て
各
地
で
護
掘
が
進
め
ら
れ
、
確
賓
な
出
土
鏡
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
鏡
式
の
地
域
性
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
園
像
紋
様
や
銘
文
を
細
か
く
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鏡
式
レ
ベ
ル
の
地
域
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
型
式
レ
ベ
ル
で
工

人
や
工
房
の
製
作
動
向
を
跡
づ
け
る
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
戟
園
鏡
と
後
漢
・
三
園
代
の
鏡
で
あ
る
。



楚
鏡
と
さ
れ
る
山
字
紋
鏡
の
鋳
型
が
、
戦
国
時
代
の
河
北
省
易
豚
燕
下
都
遣
社
で
採
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
鋳
型
か
ら
復
元
さ
れ
る
鏡
の
大

き
さ
は
八
・
八

l
一
0
・
八
セ
ン
チ
と
小
型
で
、

い
ず
れ
も
四
山
字
紋
鏡
に
分
類
さ
れ
る
型
式
で
あ
る
(
唐
川
守
「
戦
園
時
代
初
朕
獣
紋
地
鏡
群

の
規
格
と
文
様
構
造
」
『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
二
一
、
二
0
0
五
年
)
。
山
字
紋
鏡
の
ほ
と
ん
ど
は
楚
の
領
域
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
鋳
型
の
出
土

に
よ
り
燕
で
山
字
紋
鏡
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
他
人
の
そ
ら
似
か
、
楚
鏡
を
燕
で
模
倣
し
た
の
か
、
地
域
や
園
を
こ
え

た
工
人
の
移
動
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
だ
解
決
を
み
る
に
い
た
ら
な
い
が
、
筆
者
は
楚
か
ら
燕
に
鏡
工
の
一
部
が
移
動
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
て
い
る
(
「
中
園
古
代
の
青
銅
器
生
産
」
『
園
事
院
雑
誌
』

。
九

一
、
二
O
O
八
年
)

0

近
年
で
は
山
東
省
臨
出
の
斉
固
故
城
か
ら
前
漢
中
期
の
草
葉
紋
鏡
な
ど
の
鋳
型
が
多
数
出
土
し
(
中
園
山
束
省
文
物
考
古
研
究
所
ほ
か
『
山
東
省

臨
川
佃
斉
園
故
城
漢
代
鏡
範
的
考
古
閑
字
研
究
』
、
科
皐
出
版
一
枇
、
二
O
O
七
年
)
、
製
品
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
製
作
地
を
推
定
す
る
分
布
論
を
こ
え
た
研
究
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
長
安
で
制
作
さ
れ
た
前
漢
鏡
群
を
検
討
す
る
な
か
で
、
臨
出
か
ら
出
土
す
る
草
葉
紋
鏡
の
鋳
型
は
前
一
一

O

期
に
お
け
る
華
西
鏡
群
の
成
立
と
展
開
」
『
東
方
向
学
報
』
京
都
八
三
、
二
O
O
八
年
)
0

い
ま
だ
地
表
面
で
の
鋳
型
採
集
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
鏡
の
工
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年
代
の
限
ら
れ
た
型
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
安
の
一
部
の
鏡
工
が
臨
詣
に
移
動
し
て
短
期
間
の
操
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
と
考
え
た
(
「
漢
鏡
二

房
社
が
護
掘
さ
れ
れ
ば
、
そ
う
し
た
鏡
生
産
の
貰
態
が
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

い
っ
ぽ
う
、
三
角
縁
紳
獣
鏡
の
製
作
地
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、
後
漢
・
三
園
代
の
鏡
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
湖
北
省
都
州
市
か
ら
出

土
し
た
黄
武
六
年
(
一
一
一
一
七
)
銘
榊
獣
鏡
に
は
「
舎
稽
山
陰
作
師
飽
唐
:
:
:
家
在
武
昌
」
と
い
う
銘
丈
が
あ
り
、
長
江
下
流
域
の
曾
稽
郡
山
陰

懸
か
ら
鏡
工
人
の
飽
氏
ら
が
長
江
中
流
域
の
武
昌
に
移
住
し
て
呉
鏡
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
(
王
仲
殊
〔
尾
形
勇
・
杉
本
憲
司

諜
〕
『
三
角
縁
一
岬
獣
鏡
』
、
附
学
生
枇
、

一
九
九
八
年
)
。
銘
文
か
ら
鏡
工
人
を
特
定
し
、
園
像
紋
様
の
細
か
い
型
式
的
学
的
な
分
析
を
進
め
る
な
ら
ば
、

神
獣
鏡
と
い
う
鏡
式
レ
ベ
ル
の
地
域
性
で
は
な
く
、
型
式
レ
ベ
ル
で
工
人
の
流
抵
や
製
作
動
向
を
解
明
す
る
這
が
聞
か
れ
よ
う
。

岸
本
直
丈
「
三
角
縁
神
獣
鏡
製
作
の
工
人
群
」
(
『
史
林
』
七
一
了
五
、

一
九
八
九
年
)
は
、

三
角
縁
一
肺
獣
鏡
の
神
獣
像
表
現
を
一
一
一
種
に
分
け
、
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出
早
位
紋
様
と
の
相
闘
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
人
の
系
統
に
四
一
岬
四
獣
鏡
群
・
二
一
珊
二
獣
鏡
群
・
陳
氏
作
鏡
群
の
三
振
が
あ
り
、
相
互
に
連
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携
し
な
が
ら
製
作
し
て
い
た
朕
況
を
復
元
し
た
。
こ
れ
は
三
角
縁
神
獣
鏡
の
編
年
、

ひ
い
て
は
日
本
の
古
墳
編
年
に
大
き
く
寄
奥
す
る
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
、
中
国
鏡
の
製
作
動
向
を
考
え
る
う
え
で
も
、
鏡
式
レ
ベ
ル
か
ら
型
式
レ
ベ
ル
の
分
析
へ
と
進
め
る
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
こ

れ
を
、
つ
け
て
上
野
鮮
史
は
、
後
漢
代
の
柿
獣
鏡
・
書
一
像
鏡
・
盤
龍
鏡
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
動
向
を
分
析
し
、
作
鏡
者
名
を
も
と
に
そ
の
系
列
を
ま

と
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
重
像
鏡
に
つ
い
て
向
方
系
・
呉
郡
系
・
哀
氏
系
な
ど
七
系
列
に
分
け
(
「
童
象
鏡
の
系
列
と
製
作
年
代
」
『
考
古
皐
雑

誌
』
八
六
l

二
、
二
O
O
-
年
)
、
紳
獣
鏡
の
系
列
と
あ
わ
せ
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魯
を
中
心
と
す
る
華
北
東
部
地
域
や
曾
稽
郡
に
中
心
を
お

く
銭
塘
江
流
域
な
ど
の
地
域
系
列
に
整
理
し
た
(
「
盤
龍
鏡
の
諸
系
列
」
『
園
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

一
0
0
、
二
O
O
三
年
)
o

し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
地
域
系
列
が
検
討
さ
れ
て
き
た
反
面
、
三
角
縁
一
珊
獣
鏡
と
そ
の
起
源
が
貌
鏡
か
呉
鏡
か
を
峻
別
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
後
漢
鏡
を

ふ
く
め
た
系
列
を
小
地
域
ご
と
に
ふ
り
分
け
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
、
鏡
式
や
地
域
を
横
断
す
る
並
行
闘
係
が
軽
覗
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
否
め

な
い
。
後
漢
代
に
な
る
と
、
個
性
的
な
鏡
を
つ
く
る
鏡
工
が
民
間
に
輩
出
し
、
同
一
工
房
や
同
一
地
域
内
で
も
多
様
な
鏡
が
創
作
さ
れ
る
い
っ

ぽ
う
、
地
域
を
こ
え
た
交
流
や
鏡
工
の
移
動
が
い
っ
そ
う
活
護
化
し
た
。
た
と
え
ば
、
後
漢
章
帝
の
こ
ろ
に
「
朱
師
」
や
「
柏
師
」
ら
呉
汲
の

創
作
し
た
書
一
像
鏡
は
、
盤
龍
鏡
や
獣
帯
鏡
を
制
作
し
て
い
た
准
祇
に
ま
も
な
く
受
容
さ
れ
た
が
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
「
杜
氏
」
・
「
日
氏
」
・
「
准
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南
龍
氏
」
・
「
池
氏
」
な
ど
鏡
工
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
(
前
掲
「
漠
鏡
五
期
に
お
け
る
准
汲
の
成
立
」
)

0

呉
振
と
准
振
と
は
、
地
域
は
離
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
鏡
工
な
い
し
は
工
房
の
単
位
で
さ
ま
ざ
ま
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
し
か
も
准
振
の
「
杜
氏
」
ら
は
ひ

と
つ
の
工
房
で
盤
龍
鏡
・
獣
帯
鏡
・
書
一
像
鏡
な
ど
各
種
の
鏡
式
を
制
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

銘
文
の
文
畢
・
思
想
史
的
研
究

カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
音
韻
論
は
藤
堂
明
保
に
批
判
的
に
継
承
さ
れ
、
そ
の
成
果
を
用
い
て
西
田
守
夫
「
一
利
獣

鏡
の
固
像
」
(
『
M
U
S
E
U
M
』
二
O
七、

一
九
六
八
年
)
は
榊
獣
鏡
の
「
白
牙
奉
梁
」
銘
を
考
掴
押
し
た
。
笠
野
毅
「
中
園
古
鏡
銘
仮
借
字
一
覧
表

(
稿
)
」
(
『
園
『
止
一
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
五

一
九
九
三
年
)
は
藤
堂
の
成
果
を
も
と
に
し
た
三
七
七
例
の
蝦
借
字
の
集
成
で
あ
る
。
ま
た
、

李
新
城
『
束
漢
銅
鏡
銘
文
整
理
奥
研
究
』
(
華
東
師
範
大
島
ナ
研
究
生
博
士
息
子
位
論
文
、
二
O
O
六
年
)
は
、
音
韻
論
に
よ
り
つ
つ
、
惇
世
文
献
と
出
土

文
献
の
雨
方
に
ひ
ろ
く
仮
借
字
の
例
誼
を
求
め
て
漢
鏡
銘
を
網
羅
的
に
分
析
し
た
。
こ
の
よ
う
な
古
丈
字
削
学
の
研
究
に
よ
り
、
漢
鏡
銘
の
稗
讃



は
い
っ
そ
う
確
貫
性
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。

t
、

-
T川
川
叩

漢
鏡
銘
を
丈
随
一
子
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
小
川
環
樹
「
漢
代
文
準
の
一
側
面
」
(
「
室
田
這
全
集
」
二
、
月
報
一
九
、
平
凡

一
九
七
二
年
)
は
、
韻
丈
の
一
種
で
あ
る
鏡
銘
に
つ
い
て
前
漢
か
ら
後
漢
へ
の
嬰
化
を
概
論
し
た
。
前
漠
鏡
の
銘
文
に
は
戟
固
か
ら
前
漢

代
に
か
け
て
成
立
し
た

『
楚
辞
』

の
影
響
が
み
ら
れ
、
拙
論
「
前
漢
鏡
銘
の
研
究
」
(
『
東
方
墜
報
』
京
都
八
四
、
二
O
O
九
年
)
は
そ
う
し
た
鏡

銘
に
は
『
楚
辞
』
と
共
通
す
る
詩
形
の
蟹
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
銭
枯
『
片
山
何
花
拝
石
軒
鏡
銘
集
録
」
が
「
妻
贈
夫
詩
」
と
呼
ぶ
前
鏡
銘
の
な

か
に
は
陳
の
徐
陵
「
玉
蓋
新
詠
』
巻
九
に
牧
め
る
蘇
伯
玉
妻
「
盤
中
詩
」
と
酷
似
す
る
行
情
的
な
三
言
句
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
三

津
玲
爾
「
楚
辞
と
漢
鏡
銘
」
(
『
柿
戸
園
際
大
皐
紀
要
』
四
六

一
九
九
四
年
)
は
ま
た
、
楚
辞
系
の
銘
文
も
親
し
み
ゃ
す
い
慣
用
句
を
ふ
く
む
祝
一
拍

の
た
め
の
歌
謡
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
拙
論
「
前
漢
鏡
の
編
年
と
様
式
」
(
前
掲
)
は
前
漢
鏡
を
四
期
に
匝
分
し
、

二
期
に
は
現
賓
的
な
快
楽

を
希
求
す
る
銘
丈
、

二
期
・
三
期
に
は

『
楚
辞
』
の
系
統
を
ひ
く
悲
哀
の
銘
文
、
四
期
に
は
漠
鏡
二
期
の
よ
う
な
現
賓
の
快
楽
を
求
め
る
銘
文
、
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つ
づ
い
て
神
仙
思
想
や
儒
教
思
想
を
あ
ら
わ
し
た
銘
文
、
王
葬
の
政
治
理
念
を
唱
え
た
銘
文
に
嬰
化
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
前
漢
鏡

の
銘
文
に
は
世
相
の
う
ね
り
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

後
漢
鏡
に
な
る
と
、
圃
像
に
西
王
母
や
東
王
公
が
あ
ら
わ
れ
、
一
岬
仙
世
界
を
描
寓
し
た
銘
文
が
多
く
な
る
。
玉
田
総
雄
「
漢
代
に
お
け
る
楽

府
の
一
肺
悟
歌
辞
と
鏡
銘
」
(
「
立
命
館
文
民
子
』
四
三
O
J
四
三
二
、

一
九
八
一
年
)
は
、
前
漢
か
ら
後
漢
末
期
ま
で
の
鏡
銘
と
梁
府
の
歌
辞
と
を
封
比

し
な
が
ら
神
仙
思
想
の
受
容
の
蟹
遷
を
検
討
し
、
後
漢
代
の
楽
府
に
お
い
て
神
仙
的
覗
頃
語
が
護
展
し
て
柿
仙
世
界
や
仙
准
を
主
題
と
し
て
歌

う
歌
辞
が
出
現
し
、
鏡
の
銘
文
に
も
同
様
の
朕
況
が
み
い
だ
せ
る
が
、
後
漢
末
期
に
は
築
府
に
お
い
て
神
仙
を
追
究
す
る
こ
と
の
虚
し
さ
を
閉

笑
す
る
語
が
登
場
し
、
鏡
の
銘
丈
に
神
仙
的
吉
鮮
語
が
減
少
消
失
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
思
想
史
の
立
場
か
ら
内
野
熊
一
郎
「
中
園
古
代
金
石
文
に
お
け
る
経
書
識
緯
神
仙
説
孜
」
(
汲
古
来
日
院
、

銘
に
あ
ら
わ
れ
た
神
仙
・
識
緯
・
昨
瑞
説
を
網
羅
的
に
と
り
あ
げ
、
笠
野
毅
「
清
明
な
る
鏡
と
天
」
(
『
考
古
撃
の
新
規
角
」
、
雄
山
閤
出
版
、

一
九
八
七
年
)
は
、
鏡会九
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八
三
年
)
は
「
泰
言
之
始
白
有
紀
」
な
ど
で
は
じ
ま
る
銘
文
の
「
紀
」

の
意
義
、
あ
る
い
は
「
清
且
明
」
な
ど
鋳
造
に
か
か
わ
る
銘
文
の
意
義
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を
、
緯
童
日
を
ふ
く
む
さ
ま
ざ
ま
な
丈
献
を
渉
猟
し
て
考
詮
し
た
。
鏡
は
剛
強
鋭
利
な
金
属
の
性
質
を
も
つ
た
め
、
清
明
な
る
天
の
気
に
通
じ
る

規
範
法
則
(
紀
)
を
自
ら
に
備
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
規
範
に
よ
っ
て
災
異
が
退
け
ら
れ
、
一
帽
椋
書
な
ど
の
世
俗
的
な
幸
一
帽
が
え
ら
れ

る
と
観
念
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
漢
代
に
お
け
る
鏡
の
使
用
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
嗣
賄
で
あ
ろ
う
。

一
九
九

0
年
代
か
ら
の
新
し
い
研
究
と
し
て
、
漢
鏡
銘
の
電
子
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
特
筆
で
き
る
。
吉
室
湾
で
は
林
素
清
が
漢
鏡
銘
の
デ
ー

タ

l
ベ
l
ス
「
雨
漢
鏡
銘
集
録
」
を
作
成
し
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
が
開
設
し
て
い
る
ホ

I
ム
ベ

l
ジ
「
簡
吊
金
石
資
料
庫
」
に
一

七
四
五
例
を
牧
録
し
て
い
る
。
石
碑
銘
な
ど
ほ
か
の
出
土
文
字
資
料
と
一
躍
化
し
て
い
る
た
め
利
用
慣
値
が
高
い
が
、
鏡
銘
の
緯
丈
は
基
本
的

に
報
告
に
し
た
が
っ
て
い
る
た
め
、
緯
字
に
問
題
の
あ
る
銘
文
が
少
な
く
な
く
、

日
本
で
出
版
さ
れ
た
園
録
類
の
鏡
銘
が
牧
録
さ
れ
て
い
な
い

の
も
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
考
古
島
?
と
丈
挙
・
哲
亭
と
の
共
同
研
究
は
、
な
お
不
十
分
で
あ
る
。
樋
口
隆
康
や
林
裕
己
に
よ
っ
て
漢
鏡
銘
の
典
型
例
と
そ
の
年

代
が
示
さ
れ
、
林
素
清
の
デ
1
タ
1
ベ
1
ス
「
雨
漢
鏡
銘
集
録
」
が
作
成
さ
れ
て
検
索
が
た
や
す
く
な
っ
た
も
の
の
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
以
来
七

O
年
あ
ま
り
、
考
古
風
宇
や
歴
史
的
学
は
も
と
よ
り
、
丈
撃
や
哲
随
一
干
の
研
究
者
が
利
用
し
や
す
い
形
で
鏡
銘
が
線
開
見
で
き
る
注
稗
の
作
成
が
な
お
ざ
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り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
京
都
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
の
共
同
研
究
「
中
園
古
鏡
の
研
究
」
班
を
組
織
し
、
時
期
ご
と
の
鏡
銘
集

轄
の
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
。
そ
の
成
果
は
す
で
に
「
前
漢
鏡
銘
集
稗
」
(
『
東
方
向
学
報
』
京
都
八
四
、
二
O
O
九
年
)
お
よ
び
「
後
漢
鏡
銘
集

緯
」
・
「
三
圃
西
菅
鏡
銘
集
轄
」
(
同
八
六
、
二
O

一
年
)
と
し
て
ま
と
め
、

い
ま
「
紀
年
鏡
銘
集
稗
」
の
編
集
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。

園
像
撃
的
研
究

漢
鏡
の
園
像
紋
様
に
た
い
す
る
研
究
は
、
戦
後
に
な
っ
て
も
欧
米
で
活
費
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
な
か
で
も
方
格
規
矩
四
神

鏡
や
一
珊
獣
鏡
に
つ
い
て
ブ
リ
ン
グ
宙
巴
Em'
〉

の

戸

P
H
E
w
-一
P
E
W
S言
。
¥
足
立
さ
と
失
号
同
2
3
5
A
5
3
)
や
ロ

l
ウ
イ
(
「
)
⑦
者
タ

Z
E
E己
J

刊
で
号
芯
E
N
a
R
Q
礼
N
h
h
叫
J
F内

9
2足
。

5hv¥。、
片
道
言
。

g
h
q
U
5
3
)
は
、
そ
の
園
像
紋
様
と
宇
宙
観
を
め
ぐ
っ
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
欧
米
の
圃
像
撃
に
、
巌
密
な
考
詮
撃
の
手
法
を
を
と
り
い
れ
た
林
巳
奈
夫
『
漢
代
の
神
神
』
(
臨
川
書
庖
、

銘
文
と
『
青
書
』
天
丈
志
な
ど
に
み
ら
れ
る
古
代
の
宇
宙
観
を
ふ
ま
え
て
園
像
を
仔
細
に
考
詮
し
た
。
鏡
の
編
年
に
傾
倒
し
て
い
た
日
本
に
あ

一
九
八
九
年
)
は
、
鏡
の



っ
て
、
林
の
研
究
は
清
朝
考
詮
墜
と
欧
米
の
シ
ノ
ロ
ジ
!
と
を
融
合
し
た
新
し
い
地
平
を
開
拓
し
た
の
で
あ
る
。

拙
論
「
西
王
母
の
初
期
の
園
像
」
(
『
歴
史
的
学
と
考
山
皐
』
高
井
悌
三
郎
先
生
喜
書
記
念
論
集
、

一
九
八
八
年
)
は
前
漢
末
期
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
に

例
外
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
西
王
母
に
着
目
し
、
そ
の
園
像
配
置
か
ら
雨
性
を
具
有
す
る
西
王
母
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
東
王

公
・
西
王
母
の
男
女
神
に
分
裂
し
た
書
一
像
鏡
へ
の
展
開
を
検
討
し
た
。
鏡
の
園
像
随
一
子
的
研
究
は
、
個
々
の
圃
像
を
考
詮
す
る
だ
け
で
な
く
、
林

巳
奈
夫
が
賓
践
し
た
よ
う
に
、
固
像
構
成
や
そ
の
配
置
か
ら
鏡
全
瞳
が
表
象
す
る
世
界
を
分
析
し
、

さ
ら
に
そ
の
時
代
的
愛
遷
を
誼
み
解
い
て

思
想
史
的
位
置
づ
け
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
る
。

文
献
撃
か
ら
の
研
究

丈
献
向
学
か
ら
の
古
鏡
研
究
は
、

一
九
二
O
年
こ
ろ
ま
で
の
欧
米
に
お
い
て
、
類
書
を
も
と
に
鏡
の
名
栴
や
用
途
、
鏡

を
め
ぐ
る
習
俗
な
ど
が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
古
鏡
の
出
土
と
牧
集
が
飛
躍
的
に
増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
文
化
史
研
究
の
比
重
は
出
土
鏡

の
銘
丈
や
園
像
に
移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
七

0
年
代
に
は
い
る
と
、
丈
向
学
史
や
思
想
史
の
研
究
が
多
様
化
し
、
古
典
籍

に
み
え
る
鏡
の
停
承
に
も
闘
心
が
お
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
丈
挙
史
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
が
陪
の
王
度
「
古
鏡
記
』

で
あ
り
、
思
想
史
で
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は
道
教
に
お
け
る
鏡
の
呪
術
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
一
服
永
光
司
「
道
教
に
お
け
る
鏡
と
剣
」
(
『
東
方
向
学
報
』
京
都
四
五
、

九
七
三
年
)
は
、
儒
教
経
典
に
は
「
歴
史
を
鏡
と
す
る
」
比
聡
が
強
い
の
に
た
い
し
て
、
荘
子
ら
遁
家
の
哲
撃
に
は
遁
を
瞳
得
し
た
聖
人
の
象

徴
と
し
て
鏡
を
み
る
考
え
が
め
ば
え
て
い
る
こ
と
に
注
音
、
山
し
、
そ
れ
が
六
朝
代
の
遁
教
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
成
果
を
、
つ
け
て
、
考
古
撃
で
も
出
土
丈
字
資
料
や
墓
に
お
け
る
鏡
の
出
土
拭
況
か
ら
鏡
の
役
割
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
出
土
丈
字
資
料
か
ら
鏡
の
呼
び
方
が
前
三
世
紀
ま
で
は
「
鑑
」
、
前
二
世
紀
に
は
「
鏡
」
に
な
っ
た
こ
と
、
湖
南
省
馬
王
堆
一
競
墓
の

遣
策
に
よ
っ
て
鏡
に
は
そ
れ
を
包
む
「
衣
」
や
鏡
を
ぬ
ぐ
う
布
が
と
も
な
う
こ
と
、
安
徽
省
阜
陽
漢
墓
の
竹
筒
『
高
物
』
に
は
「
事
到
れ
ば
大

鏡
を
高
く
懸
け
る
な
り
」
と
呪
術
的
な
用
途
に
鏡
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
鏡
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
は
杉
本
憲

司
・
菅
谷
文
則
「
中
固
に
お
け
る
鏡
の
出
土
状
態
」
(
『
日
本
文
化
の
探
求

鋭
』
、
枇
曾
思
想
世
、

一
九
七
八
年
)
が
漠
墓
の
例
を
集
成
し
た
が
、
王

戸A戸υ生υ

鋒
鈎
「
銅
鏡
出
土
拭
態
研
究
」
(
『
西
安
文
物
考
古
研
究
』
、
陳
西
人
民
出
版
枇
、
二
O
O
四
年
)
は
段
周
時
代
か
ら
宋
明
代
ま
で
の
例
を
整
理
し
、
丈
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献
に
み
え
る
惇
承
に
照
ら
し
あ
わ
せ
で
鏡
を
め
ぐ
る
習
俗
の
饗
化
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
劉
塞
『
鏡
輿
中
園
惇
統
文
化
』
(
巴
局
書
社
、
二
O

O
四
年
)
は
丈
献
に
み
え
る
鏡
の
用
途
や
習
俗
に
つ
い
て
網
羅
し
て
い
る
。

錆
造
技
術
論

戦
園
鏡
や
前
漢
鏡
の
鐸
型
が
河
北
省
や
山
東
省
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
だ
が
、

日
本
の
古
墳
時

代
研
究
に
お
い
て
鏡
の
「
同
箔
」
と
「
同
型
」
ま
た
は
「
踏
み
返
し
」
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
先
鞭
を
切
っ
た
の
は
梅
原
末

治
「
本
邦
古
墳
出
土
の
同
箔
鏡
に
就
い
て
の
一
一
一
の
考
察
」
(
『
史
林
』
一
一
一
O
l
一
二
、

一
九
四
六
年
)
で
あ
り
、
一
一
一
角
縁
紳
獣
鏡
の
同
箔
鏡
論
を
用

い
て
古
墳
時
代
の
王
植
を
論
じ
た
の
が
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
(
青
木
書
庖
、

一
九
六
一
年
)
で
あ
る
。
そ
の
後
、
技
術
論
で
新
た
な

局
面
を
切
り
開
い
た
の
が
八
賀
E

日
「
佑
製
三
角
縁
神
獣
鏡
の
研
究
|
|
同
箔
鏡
に
み
る
箔
の
補
修
と
補
刻
」
(
京
都
圏
立
博
物
館
『
息
子
叢
』
六
、

九
八
四
年
)
で
、
微
細
な
観
察
に
も
と
づ
い
て
同
箔
鏡
の
箔
の
補
修
と
補
刻
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
方
法
を
用
い
て
川
西
宏
幸

『
同
型
鏡
と
ワ
カ
タ
ケ
ル
』
(
同
成
枇
、
二
O
O
四
年
)
は
、
中
後
期
古
墳
か
ら
出
土
す
る
踏
み
返
し
鏡
の
先
後
関
係
を
分
析
し
、
倭
の
五
王
が
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南
朝
の
宋
に
朝
貢
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
入
手
し
た
と
結
論
づ
け
た
。
高
精
度
の
機
器
を
用
い
た
水
野
敏
典
・
山
田
隆
丈
編
『
三
次
元
デ
ジ
タ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し
た
古
鏡
の
線
合
的
研
究
』
(
二
O
O
五
年
)
も
今
後
に
有
望
な
手
法
で
あ
ろ
う
。

理
化
畢
的
分
析

原
料
の
産
地
同
定
で
も
っ
と
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
の
が
鉛
同
位
盟
比
分
析
で
あ
る
。
馬
淵
久
夫
・
平
尾
良
光
「
鉛
同

位
瞳
比
法
に
よ
る
漢
式
鏡
の
研
究
」
(
『
M
U
S
E
U
M
』
三
七
O

一
九
八
二
年
)
・
「
鉛
同
位
睦
比
法
に
よ
る
漢
式
鏡
の
研
究
(
二
)
」
(
同
三
八
二
、

一
九
八
三
年
)
は
、
前
漢
鏡
は
華
北
産
の

A
領
域
、
後
漢
・
三
園
鏡
は
華
中
・
華
南
産
の

B
領
域
に
属
し
、
後
者
の
う
ち
三
角
縁
紳
獣
鏡
と
呉

鏡
と
は
微
妙
な
差
異
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
考
古
撃
か
ら
こ
れ
を
批
判
す
る
新
井
宏
「
鉛
同
位
瞳
比
に
よ
る
青
銅
器
の
鉛
産
地
推
定

を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
考
古
皐
雑
誌
』
八
五
l

二
、
二
0
0
0
年
)
は
、
そ
の
計
測
値
を
承
認
し
つ
つ
、

A
領
域
を
山
東
・
遼
寧
省
、

B
領
域
を
華
南
+

河
北
・
遼
寧
省
と
謹
み
か
え
た
。
産
地
同
定
は
今
後
の
課
題
と
し
て
も
、
時
代
ご
と
に
分
析
デ
1
タ
に
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、

考
古
撃
に
よ
る
編
年
や
地
域
性
の
議
論
と
照
ら
し
あ
わ
せ
で
検
討
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

い
っ
ぽ
う
、
戦
前
よ
り
銅
鏡
の
成
分
分
析
は
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
泉
屋
博
古
館
古
代
青
銅
鏡
放
射
光
佳
光
分
析
研
究
舎
「

ω句
ロ
ロ
ml
∞



を
利
用
し
た
古
代
青
銅
鏡
の
放
射
光
佳
光
分
析
」
(
『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
二
O
、
二
O
O
四
年
)
は
、
産
地
の
ち
が
い
を
反
映
し
や
す
い
微
量
成
分

の
L
咋
/
臼
値
と
幼
/
臼
値
を
比
較
し
、
戦
園
鏡
、
漢
初
踊
紋
鏡
、
漢
三
園
鏡
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
「
麿
漢
西
萄
」

延
喜
二
(
一
五
九
)
年
銘
紳
獣
鏡
や
呉
の
紀
年
銘
鏡
を
は
じ
め
、
銘
文
や
鏡
式
か
ら
多
様
な
製
作
地
が
想
定
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
三

園
鏡
が
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
分
析
デ
1
タ
の
解
穫
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

お

わ

一
千
年
に
お
よ
ぶ
古
鏡
研
究
を
顧
み
る
と
、
宋
撃
か
ら
漢
撃
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
轄
換
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
園
事
と
漢
撃
と
の
浸
交

渉
、
二

O
世
紀
前
竿
に
お
け
る
中
園
・
日
本
・
欧
米
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
希
離
は
、
ま
こ
と
に
顕
著
な
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
欧
米
の
固
像
皐
や

音
韻
論
が
日
本
の
研
究
に
影
響
を
輿
え
、
編
年
に
偏
っ
て
い
た
日
本
の
古
鏡
研
究
が
多
様
化
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、

日
本
の
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考
古
撃
で
は
細
か
い
型
式
的
学
的
研
究
に
よ
る
時
空
間
の
繁
化
に
焦
賠
を
あ
て
た
研
究
が
ま
す
ま
す
深
化
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
中
国
で
は

銘
文
の
考
詮
皐
が
衰
え
て
護
掘
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
奮
来
ど
お
り
の
鏡
式
編
年
の
ま
ま
足
踏
み
し
、
欧
米
で
は
園
像
の
文
化
史
研
究
が
細
ぼ
そ

と
つ
づ
け
ら
れ
、
圃
際
的
な
連
携
が
は
か
ら
れ
て
い
な
い
の
も
事
賓
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
の
日
本
で
は
白
圃
を
ふ
く
め
た
束
ア
ジ
ア
古
代
史
に

た
い
す
る
社
合
目
的
関
心
が
高
く
、
考
古
墜
の
年
代
論
を
も
と
に
し
た
歴
史
復
元
に
比
重
が
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
欧
米
で
は
中
園
理
解
の
一
助

と
し
て
古
鏡
が
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
研
究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
考
古
撃
に
向
け

て
研
究
を
深
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
本
論
で
み
た
よ
う
な
研
究
史
を
ふ
ま
え
、
世
界
に
向
け
て
、
あ
る
い
は
考
古
皐
以
外
の
研
究
分
野
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
護
信
す
べ
き
な
の
か
、
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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A MILLENNIUM OF RESEARCH ON ANCIENT MIRRORS: 

PARADIGMS IN CHINESE ARCHAEOLOGY 

OKAMURA Hidenori 

The paradigms of academic studies of China have changed greatly in each era. 

The study of ancient Chinese mirrors has a history of one thousand years going 

back to the Song dynasty, and this article aims to position these studies in terms 

of changes in the paradigms. During the Song and Ming dynasties, epigraphic stud

ies such as the Bogu-tulu tfil~$~ from the Northern Song, the study of physical 

sciences such as the Mengxi Bitan ~~~-~~of Shen Kuo i:t:J=t, the study as an 

antiquarian pastime of the literati of the Southern Song such as that in the Dong

tian Qinglu iJPJ 7\::ilH!Jt of Zhao Xihu il}f;ffj-j\;~, and the bibliographic study of classi

fied reference works regarding popular customs about ancient mirrors in medieval 

novels were all conducted, but the aim of each of these studies was vastly dif

ferent. Epigraphy, which developed as a field of the Qing school of Evidential 

Learning ~~'l[Jj.'\, followed the methodology of the Bogu-tulu in recording findings 

and advanced the analysis of inscriptions, but the method of classification that was 

influenced by study of the Yijing £ JJ!= of the Song dinasty was not continued. In 

contrast in 19th-century Japan, Aoyagi Tanenobu w tYP ~~ 1~, of the National

Learning ~Jj.'\ school, recorded in great detail the figures of Former Han mirrors 

excavated from jar burials in the northern Kyushu region, and while he used many 

Song and Ming antiquarian works in his interpretations, he did not rely on contem

porary epigraphic works. In Japan the study of ancient mirrors began in earnest 

with Tomioka Kenzo ~ WiJ ~lit who was well versed in epigraphy, employed ar

chaeological typologies, and the archaeological study of greatly advanced with 

Umehara Sueji #JJ]t*iEI, who was a student of Tomioka. In the West the linguist 

Karlgren collected mirror inscriptions and made translations, and the cultural his

toric study of mirrors along with iconographic motifs advanced as a branch of 

Sinology. After the establishment of the modem Chinese state, archaeological ex

cavations proceeded throughout China and it became possible to argue the dating 

and regional characteristics of mirrors with greater precision. In addition Western 

iconographic and phonology influenced Japanese research, producing a multiplicity 

of approaches. However, although in Japanese archaeology the tradition of re

search focusing on periodic variation on the basis of meticulous typological study is 
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deeply ingrained, the future task is likely to be international cooperation that aims 

at other fields of study beyond archaeology. 

THE RITES OF FENG AND SHAN OF WUDI OF THE FORMER HAN: 

A CONSIDERATION OF POLITICAL SIGNIFICANCE AND RITUAL 

MEGURO Ky6ko 

This article is an analysis of the Rites of Feng and Shan !Hi performed by 
Wudi of the Former Han and an attempt to clarify imperial authority in ancient 

China through an analysis of the structure and significance of imperial rituals. 

I first consider the significance and how the symbolism of the Rites of Feng 

and Shan were viewed among those who were part of the ruling structure during 

the Former Han dynasty. Performance of the Rites of Feng and Shan was planned 

on three occasions during the Former Han: in the last stages of the rule of Wendi 

and immediately after the accession to the throne of his grandson Wudi, and half 

way through the rule of Wudi. Although plans for the first two events ended in fail

ure, by examining their background, one realizes that the Rites of Feng and Shan 

were recognized as rites that symbolized the firm establishment of the ruling sys

tem of the Former Han dynasty across the generations. In addition, according to 

contemporary discourse (Sima Qian's RJ .~ ~ Fengshanshu !1 ffii =!!' and Sima 

Xiangru's RJ .~;t§~Q Fengshanwen !Hi X) on planning for the third occasion, the 
Rites of Feng and Shan had the significance of positioning the Former Han dynasty 

as the legitimate successor for the Zhou dynasty that had previously unified China 

and ruled the nation with good government. 

Next, I consider what sorts of rituals were actually conducted during the Rites 

of Feng and Shan. The Rites of the Feng and Shan had traditional rites formed by 

adopting Confucian thought and magical practices 7J1Jrq at their core. As an exten

sion of these, the emperor would meet with regional officials and lords in the 

Mingtang and together perform worship rites to the gods worshipped by the For

mer Han dynasty. This was an extremely political and innovative ritual that de

monstrated that Wudi, who had established a system of rule over the entire terri

tory of the state and opened trade and communications with the states of the 

Western Region by successfully driving back the Xiongnu, had unified the realm as 
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